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５月１日現在

人 の う ご き

　	水道工事当番店

　	今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納管理係
　☎㉒2111（内線234）

　５月21日、太陽−月−地球が一直線に並ぶ金環日
食が起こり、多くの市民が朝早くから空を見上げま
した。時遊館COCCOはしむれでも観察会が行われ、
市民ら約90人が参加。空は厚い雲に覆われ、金環食
は観察できませんでしたが、時折、雲の切れ間から
太陽が顔をのぞかせると、参加者から歓声が沸き上
がりました。

天 体ショーに市民ら感動
市内各所で金環日食を楽しむ

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

指宿地域
６月１日～３日 ㈲吉元水道　 ☎㉒2424
　　　　　　　　（夜☎ 090-8835-2223）
　　 ４日～10日 ㈱後迫組　　 ☎㉕3111
　　 11日～17日 ㈲指宿工業所 ☎㉒3530
  　　 （夜・休☎㉒5182）
　　 18日～24日 ㈲丸栄設備　 ☎㉓2694
　　 25日～７月１日 ㈲丸山水道　 ☎㉓3131
　　　　　　 （夜・休☎090-8911-3357）
　　 ２日～８日 ㈱福尚　　　 ☎㉒4529

山川地域
６月１日～15日 西設備　　　 ☎㉞1176
　　 16日～30日 ㈲東水道工務店☎㉟2447
７月  ㈲大薗建設　 ☎㉟2553

開聞地域
６月  ㈲中村組　　 ☎㉜2228
７月  永吉建設㈱　 ☎㉜3181

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についても、できる
だけ設置業者へ修理依頼をお願いします。

税の種類 期　　別

市　 県　 民　 税 全納・１期

口 座 振 替 日 ６月25日(月)

納付書での納期限 ７月２日(月)

総人口　43,750 人　	（＋ 162）
　男　　19,901 人　	（＋		57）
　女　　23,849 人　	（＋ 105）
世帯数　19,194戸　	（＋	136）

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

【外科：青色　 内科：緑色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

項目 薬局名 電話番号月日

６月３日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

６月10日
（日）

イブスキ薬局
かいもんトミタ薬局

☎㉔4516
☎㉜5234

６月17日
（日） ケーアイ調剤薬局 ☎㉗1152

６月24日
（日） ヨシ薬局 ☎㉕3678

７月１日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日

６月３日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】外村クリニック（※）

☎㉒2231
☎㉔3770

６月10日
（日）

【外科】木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック
【内科】宮薗病院（※）

☎㉓3940
☎㉜2001

６月17日
（日）

【外科】長野整形外科クリニック
【内科】指宿おおしげ内科（※）

☎㉓3291
☎㉓0788

６月24日
（日）

【外科】今林整形外科病院
【内科】指宿温泉病院

☎㉒2710
☎㉕3653

７月１日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】濵田洋一郎医院

☎㉒2231
☎㉜2614

主な記事
　Ｐ10～Ｐ14……国保・介護・後期高齢者保険
　Ｐ15……………市県民税の納付
　Ｐ16～Ｐ17……各種健（検）診
　Ｐ19……………認知症サポーター
　Ｐ20……………環境月間
　Ｐ21……………市環境基本計画
　Ｐ22……………水道週間
　Ｐ23……………銅像建立　篤姫
　Ｐ26～Ｐ29……まちの話題
　Ｐ30～Ｐ35……情報掲示板
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 ■ 
ない国保財政

危
機
的
状
況
が
続
く
国
保
財
政

　

昨
年
、
国
保
税
率
の
改
正
を
行
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
保
財
政
は
依
然
厳
し

さ
を
増
し
、
平
成
23
年
度
国
保
会
計
は
、

約
２
億
６
千
万
円
の
赤
字
決
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

国
保
会
計
は
独
立
採
算
で
あ
り
、
歳
入

の
不
足
は
国
保
税
の
見
直
し
に
よ
っ
て
補

う
の
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
赤
字
額
を

す
べ
て
国
保
税
で
補
う
に
は
、
負
担
が
あ

ま
り
に
も
大
き
過
ぎ
ま
す
。

　

不
足
す
る
約
２
億
６
千
万
円
は
、
平
成

24
年
度
の
歳
入
か
ら
繰
り
上
げ
て
充
用
し
、

こ
の
財
源
は
一
般
会
計
か
ら
の
支
援
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
国
保
会
計
の
厳

し
い
状
況
を
乗
り
切
る
た
め
、
今
年
度
も

や
む
な
く
国
保
税
率
の
見
直
し
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。

　

市
の
国
保
に
つ
い
て
、
非
常
に
厳
し
い

現
状
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
国

保
事
業
の
財
政
状
況
を
健
全
に
保
ち
、
安

定
し
た
医
療
給
付
を
行
う
た
め
の
税
率
改

正
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
10
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

国
保
会
計
が
健
全
化
さ
れ
る
ま
で
に
は
、

あ
る
程
度
の
時
間
を
要
し
ま
す
。

　

国
保
の
医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
健
康
な
体
を
維
持

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
年
に
１
度
は
必

ず
健
診
を
受
け
る
な
ど
、
健
康
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
所
得
や
加
入
者
数
に
応
じ
て
負

担
す
る
国
保
税
は
、
皆
さ
ん
の
医
療
費
に

充
て
る
大
切
な
財
源
に
な
り
ま
す
。
国
保

財
政
を
健
全
化
す
る
た
め
に
は
、
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
の
納
付
が
不
可
欠
で
す
。
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

指
宿
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
皆
さ
ん

の
健
康
を
守
り
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
の
実
施
や
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
料
の
一

部
助
成
を
行
い
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
、
重
症
化
を
抑
え
る
な
ど
の
健
康

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

積
極
的
に
活
用
し
て
、
健
康
的
な
生
活

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

平成23年度国保会計の歳入・歳出決算 厳
し
さ
を
増
す
国
保
財
政

国
保
会
計
維
持
の
た
め
に

み
ん
な
で
国
保
を
守
り
ま
し
ょ
う

国
保
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

　

市
は
、
国
保
財
政
の
赤
字
を
補
て
ん
す

る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
基
金
を
取
り
崩

し
な
が
ら
し
の
い
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の

基
金
も
す
で
に
枯
渇
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
基
準
で
は
、
保
険
給
付
費
の
５
％

に
相
当
す
る

額
を
基
金
と

し
て
有
し
て

お
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、

現
在
の
状
況

で
は
新
た
に

積
み
立
て
る

余
裕
が
あ
り

ま
せ
ん
。

基
金
は
す
で
に
枯
渇

歳入 歳出

約2.6億円
の不足

約2.6億円は平成24年度より
繰上充用（財源は一般会計）

約77億円約74.4億円

5

4

3

2

1

0
H18

（億）

（年度）

基 金 残 高 の 推 移

H19 H20 H21 H22 H23

平成23年度で
基金（貯蓄）は枯渇

国保税
1,216,712千円
（16%）

その他
 95,891千円
（１%）

市からの繰入金
431,048千円
（6%）

国・県負担金
2,451,500千円
（33%）

保険給付費
5,231,675千円
（68%）

介護納付金
351,390千円
（4%）

その他
拠出金

1,047,949千円
（14%）

総務費他
231,680千円
（3%）

前年度繰上充用
166,520千円
（2%）

後期高齢者
等支援金
677,459千円（9%）

他保険等
からの交付金
3,249,740千円
（44%）

歳入

歳出

約77億円

約74.4億円

　

指
宿
市
の
国
保
財
政
は
、
非
常
に
厳
し

い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
（
国
保
会
計
）
は
、
平
成
22

年
度
末
で
約
１
億
６
千
万
円
、
平
成
23
年

度
末
で
約
２
億
６
千
万
円
の
赤
字
で
あ
り
、

累
積
赤
字
額
は
４
億
円
を
超
え
る
見
込
み

で
す
。
こ
の
赤
字
分
に
つ
い
て
は
、
毎
年

度
末
の
財
源
の
不
足
分
を
翌
年
度
の
歳
入

を
繰
り
上
げ
て
充
用
し
、
補
て
ん
し
て
い

る
た
め
、
赤
字
の
増
額
は
今
後
の
国
保
運

営
に
も
大
き
な
支
障
を
来
た
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

指
宿
市
の
国
保
の
被
保
険
者
数
は
、
平

成
23
年
度
末
で
約
１
万
５
，３
０
０
人
、
市

全
体
の
人
口
の
34
％
に
当
た
り
ま
す
。

　

国
保
財
政
の
悪
化
に
は
、
被
保
険
者
の

高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
る
医

療
費
の
増
加
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費

は
33
万
８
，９
５
９
円
（
老
人
保
険
対
象
者

を
除
く
）
で
し
た
が
、
平
成
22
年
度
で
は

38
万
７
，６
１
７
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医

療
費
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
国
保
の
負
担

分
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
急
激
な
景
気
の
悪
化
を
背
景

と
し
た
被
保
険
者
の
所
得
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
国
保
税
収
納
率
が
伸
び
悩
ん
で
い

る
こ
と
も
原
因
の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
財
政
の
状
況

増
え
続
け
る
医
療
費
負
担

　国民健康保険（国保）は、病気やけがのときに安心して医療が受けられるように、被保
険者が保険税を出し合い、必要な医療費に充てて相互に助け合う医療保険の１つです。
　近年、指宿市の国保財政状況は悪化しています。危機的状況にある今こそ、医療問題や
健康問題についてしっかりと考え、改善に向けて取り組んでいく必要があります。

338,959円

359,780円
371,326円

387,617円
400,000円

380,000円

360,000円

340,000円

320,000円

300,000円
（年度）H19 H20 H21 H22

平成22年度１人当たり医療費

全国 285,049円

鹿児島県 346,197円

指宿市 387,617円

増
え
続
け
る
医
療
費
で
収
支
が
悪
化

特集　危ない国保財政

■医療費の比較 ■１人当たり医療費の推移
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退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
に
な
っ
た
と
き

　

厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど
か
ら
、

老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
ら
れ
る
65
歳

未
満
の
人
で
、
そ
の
加
入
期
間
が
20
年
以

上
、
も
し
く
は
40
歳
以
降
10
年
以
上
あ
る

人
お
よ
び
そ
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る

人
は
、
届
け
出
に
よ
り
退
職
者
医
療
制
度

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

適
用
を
受
け
た
人
に
は
、
特
に
利
点
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
保
会
計
上
の
「
他
保

険
か
ら
の
交
付
金
」
が
増
え
る
た
め
、
結

果
的
に
、
市
全
体
の
国
保
税
負
担
軽
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

要
件
を
満
た
す
人
は
、

必
ず
届
け
出
を
お
願
い

し
ま
す
（
届
け
出
に
は
、

年
金
証
書
と
印
鑑
が
必

要
で
す
）。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
４
）

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
低
価
格

で
あ
り
な
が
ら
、
新
薬
と
同
等
の
安
全
性

や
効
能
・
効
果
が
認
め
ら
れ
た
医
薬
品
の

こ
と
で
す
。
窓

口
で
の
負
担
も

減
り
ま
す
の
で
、

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
を
活

用
す
る
な
ど
し

て
、
か
か
り
つ

け
の
医
療
機
関

や
薬
局
に
相
談

し
、
積
極
的
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

不
健
康
な
生
活
習
慣
を
続
け
て
い
る
と

内
臓
脂
肪
が
蓄
積
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）の
原
因

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
状
態
を
放

置
し
て
お
く
と
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
（
心

筋
梗こ

う
そ
く塞
な
ど
）、糖
尿
病
合
併
症
な
ど
の
生

活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な
る

主
な
原
因
は
、
不
適
切
な
食
生
活
や
運
動

不
足
で
す
。
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
疾
病
に
か
か
る
危
険
性
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
！

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

生
活
習
慣
病
は
、
特
に
自
覚
症
状
が
な

く
進
行
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
異
常
を
確

認
す
る
た
め
に
は
、
毎
年
の
健
康
診
査
（
健

診
）
の
受
診
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特
定
健
診

で
は
、
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な
る
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
に
重
点
を

置
い
た
検
査
を
行
い
、
そ
の
早
期
発
見
に

よ
り
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
す
。

　

国
保
加
入
者
の
特
定
健
診
受
診
日
程
は
、

16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
積
極
的

に
活
用
し
て
、
健
康
的
な
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

　

本
市
に
お
け
る
国
保
医
療
費
の
う
ち
、

約
４
分
の
１
は
生
活
習
慣
病
に
よ
る
も
の

で
す
。（
表
１
）

　

グ
ラ
フ
に
示
す
よ
う
に
、
そ
の
費
用
は

約
１
億
円
に
上
り
、
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。

自
分
の
健
康
は

　
　
　
自
分
で
守
る
！

市
で
は
ど
ん
な

　
　  

病
気
が
多
い
の
？

こ
ん
な
と
き
に
は

　
国
保
に
届
け
出
を
！

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

日
常
的
な
病
気
の
治
療
や
、
医
療
相
談

に
応
じ
て
も
ら
え
る
か
か
り
つ
け
医
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

休
日
・
夜
間
の
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う

　

休
日
・
夜
間
受
診
は
、
割
増
料
金
が
掛

か
る
た
め
、
緊
急
性
の
な
い
場
合
は
、
平

日
の
時
間
内
に
受
診
す
る
こ
と
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

安
易
な
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

同
じ
疾
患
で
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か

る
「
重
複
受
診
」
は
、
医
療
費
が
余
計
に

掛
か
る
だ
け
で
な
く
、
薬
の
飲
み
合
わ
せ

に
よ
る
副
作
用
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

自
己
判
断
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

症
状
が
な
く
な
っ
た
か
ら
と
勝
手
に
通

院
や
薬
の
服
用
を
や
め
る
こ
と
は
、
悪
化

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
必
ず
医
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

【運動】
□運動不足である（週２回、30分以上の軽く汗をかく運動を１年
　以上やっていない）。
□体を動かす機会が少ない。
□ほぼ同じ年齢の同性と比べて、歩くのが遅い。
□近い距離でも自動車で出掛ける。
□階段を上がるとき、他人より息切れしやすい。
【食事】
□人と比べて食べるのが早い。
□就寝前の２時間以内に夕食を取ることが週３回以上ある。
□お酒を飲む機会が多い。
□間食をよくする。

生活習慣をチェック!
〜１つでも当てはまると肥満の危険性大〜

１カ月の医療費約４億3,780万円

消化器系の疾患

損傷、中毒および
その他の外因の
影響

筋骨格系および
結合組織の疾患

呼吸器系の疾患

神経系の疾患

眼および付属器の疾患
感染症および寄生虫症
内分泌、栄養および代謝疾患

循環器系の疾患
尿路性器系の疾患

その他

精神および
行動の障害

新生物

くも膜下出血

虚血性心疾患
その他の脳血管疾患

動脈硬化（症）

生活習慣病の医療費約１億円

腎不全

糖尿病

高血圧性
疾患

脳梗塞

脳内出血生活習慣病

「
助
け
合
い
制
度
」

　
　維
持
の
た
め

　
　
　私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

医
療
機
関
の

　
　
受
診
に
つ
い
て

家
計
に
も
や
さ
し
い
！

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
活
用

特集　危ない国保財政

一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
、

医
療
費
の
削
減
や
負
担
軽
減

に
つ
な
が
り
ま
す
。

次世代を担う子どもたちのために

（表１）
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特
定
健
診
は
、
早
期
に
異
常
を
発
見
し
、

生
活
改
善
な
ど
で
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
検
査
で
す
。「
元
気

だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
る
人
も
年

に
１
回
は
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
受
診
率
も
国
保
税
に
影
響

　

特
定
健
診
の
受
診
者
が
少
な
か
っ
た
り
、

あ
る
い
は
特
定
保
健
指
導
の
効
果
が
見
ら

れ
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
、
医
療
保
険
者

が
拠
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
支
援
金
」
が
増
や
さ

れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
」

を
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
最
終
的
に
は
国
民
健
康

保
険
の
保
険
加
入
者
が
支
払
う
「
保
険
税

の
増
加
」
と
な
り
、
い
つ
の
日
か
加
入
者

の
負
担
増
と
し
て
は
ね
返
っ
て
く
る
可
能

性
が
で
て
き
ま
す
。

■
情
報
提
供
で
受
診
率
を
向
上

　

生
活
習
慣
病
等
の
治
療
中
で
、
血
液
検

査
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
な
ど
の
理
由

に
よ
り
市
が
実
施
す
る
健
診
を
受
診
し
て

い
な
い
人
は
、
医
療
機
関
か
ら
検
査
結
果

を
市
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と
で
、
特
定
健

診
を
受
診
し
た
と
見
な
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
市
か
ら
「
情
報
提
供
票
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け

の
医
療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
検

査
結
果
の
情
報
が
市
に
提
供
さ
れ
受
診
率

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
情
報
提
供
に

つ
い
て
の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
健
康
づ
く
り
応
援
ク
ー
ポ
ン

　

市
で
は
、
特
定
健
診
の
大
切
さ
に
つ
い

て
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
７
月
か
ら
「
健
康
づ
く
り
応
援

ク
ー
ポ
ン
」
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

国
保
の
特
定
健
診
受
診
者
に
、
市
内
の

協
賛
店
か
ら
特
典
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
協
賛
店
や
特
典
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
の

詳
細
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　市では、生活習慣病の発症を未然に防ぐために、特定健診・特定保健指導を実施しています。メタ

ボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の該当者や予備軍を見付け、生活改善指導を行っています。

　高血圧や高脂血症、糖尿病などに代表される生活習慣病は、そのほとんどが慢性の病気です。また、

動脈硬化などさまざまな合併症も併発しやすいことから、発症すると多くの場合、病院に継続して通う

必要が出てきます。そうなると医療費のさらなる膨張が避けられなくなるため、その早期発見・予防に

より、医療費削減につなげていくことが大切です。

特
定
健
診
を
受
診

ク
ー
ポ
ン
券
を
受
け
取
る

市
内
の
協
賛
店
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

　市では、市民の健康づくりのため、さまざまな事業を
展開しています。詳しくは問い合わせてください。

健康づくりを応援します
　65歳以上、または身体障害者手帳を所有
する人を対象に、
ヘルシーランド、
レジャーセンター
かいもんおよび砂
むし会館「砂楽」
の利用料を助成し
ています。

　20〜74歳の国保加入者を対象に、温泉
プールを活用したアクアビクス等の水中
運動教室と、高血
圧等解消のための
入浴プログラムを
行い、健康づくり
を進めています。

　特定健診は40歳以上の人が対象ですが、40歳未満で
すでに生活習慣病を発症していることがあります。市
では毎年ふれあいフェスタの会場で、輝けヤングハー
ト＆ヘルス事業を実施しています。生活習慣病予備軍
の若者を早期に発見し、健康づくりと献血を通じた社
会貢献の推進を目指しています。

まだ若いから。でも油断は禁物！
健康チェックと社会貢献

輝けヤングハート＆ヘルス事業

温水プールを利用した健康づくり

水中歩行・運動教室事業

温泉を活用した健康づくり

温泉入浴助成事業

　

ス
マ
ー
ト
・
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
シ
テ
ィ
（
Ｓ

Ｗ
Ｃ
）
構
想
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。

　

ウ
エ
ル
ネ
ス
（
健
幸
＝
一
人
ひ
と
り
が

健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
安
全
・
安
心

で
豊
か
な
生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
こ

と
）
を
こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち

づ
く
り
政
策
」
の
中
核
に
捉

え
、
健
康
に
関
心
の
あ
る
層

だ
け
が
参
加
す
る
こ
れ
ま
で

の
政
策
か
ら
脱
却
し
、
市
民

誰
も
が
参
加
し
、
健
康
で
幸

せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

新
し
い
都
市
モ
デ
ル
を
目
指

そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
、
歳
出
に
占
め
る
国
民
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
な

ど
の
医
療
費
、
扶
助
費
の
割
合
が
年
々
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
少
子
高
齢
化

の
進
行
に
伴
い
、
医
療
費
等
の
増
大
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
抑
制
す
る
た

め
に
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

健
康
に
対
し
興
味
を
持
ち
、
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
健
康
づ
く
り

事
業
に
は
、
健
康
な
人
し
か
参
加
し
て
い

な
い
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
市
で

は
そ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
、
こ
う
い

っ
た
も
の
に
参
加
し
て
い
な
い
市
民
の
気

運
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
康
な
人

を
増
や
し
、
医
療
費
の
抑
制
や
本
市
の
財

政
に
も
大
き
く
寄
与
さ
せ
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
９
月
に
Ｓ
Ｗ
Ｃ
構
想
策

定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

現
在
、「
健
幸
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

特定健診は、加入者みんなの「助け合い」
国保に加入する40～74歳の人へ
特定健診の受診率向上を

特集　危ない国保財政

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い

　特定健診の受診率が上がれば

　病気の早期発見と重症化の防止に
　より、医療費負担が減少し後期高
　齢者支援金も減算

　医療費と税の負担、両方が減って家
　計にも貢献！

「健幸」のまちづくりを目指して「健幸」のまちづくりを目指して「健幸」のまちづくりを目指して
Smart

けん  こう

Wellness
City

（賢明、快適、エコ）
（健幸、安心）
（まちづくり）

Smart Wellness City

ヘルシーランドでの様子 昨年の輝けヤングハート＆ヘルス事業の様子

まちづくり担当の上村副市長
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健
康
寿
命
と
は
、
寝
た
き
り
や
認
知
症

に
な
る
こ
と
な
く
、
健
康
で
自
立
し
た
暮

ら
し
が
で
き
る
期
間
を
言
い
ま
す
。

　

日
本
人
は
、
平
均
寿
命
か
ら
健
康
寿
命

を
引
い
た
期
間
、
す
な
わ
ち
何
ら
か
の
介

護
を
要
す
る
期
間
の
平
均
が
、
男
性
で
約

６
年
間
、
女
性
で
約
８
年
間
あ
る
そ
う
で

す
。

　

ま
た
、
生
涯
で
使
う
医
療
費
の
大
半
は
、

介
護
を
要
す
る
期
間
に
使
う
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
健
康
寿
命
が
短
い
と
医
療
費
が

増
大
し
、
健
康
保
険
財
政
を
圧
迫
す
る
ば

か
り
か
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
っ
た

人
生
を
長
く
歩
む
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
長
す
る
に
は
、
脳
梗
塞
、

心
筋
梗
塞
な
ど
の
動
脈
硬
化
性
疾
患
を
発

症
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
と
し
て
は
脂
質

異
常
症
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
肥
満
、

喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
、
運
動
不
足
等
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

特
定
健
診
で
は
、
内
蔵
脂
肪
型
肥
満
が

あ
り
、
薬
を
要
し
な
い
程
度
の
血
圧
、
脂

質
、
血
糖
の
値
に
小
さ
な
異
常
が
３
項
目

中
、
２
項
目
以
上
あ
る
人
（
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
）
に
保
健
指
導
を
行
い
、
心
筋

梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の
動
脈
硬
化
性
疾
患

の
発
症
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

肥
満
に
は
、
皮
下
脂
肪
型
肥
満
と
内
臓

脂
肪
型
肥
満
が
あ
り
ま
す
。
後
者
の
人
の

脂
肪
細
胞
か
ら
は
、
動
脈
硬
化
を
誘
発
す

る
多
数
の
物
質
が
分
泌
さ
れ
ま
す
が
、
脂

肪
細
胞
が
小
型
化
す
れ
ば
、
動
脈
硬
化
を

　

私
は
、
田
良
地
区
で
健
康
推
進
員
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
田
良
地
区
で
は
、

特
定
健
診
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
特
定
健
診
の
受
診
月
に
は
、
対

象
月
以
外
の
月
で
も
受
診
で
き
る
こ
と
を

回
覧
で
周
知
し
た
り
、
通
院
中
の
人
は
、

受
診
す
る
代
わ
り
に
病
院
か
ら
の
情
報
提

供
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
掲
載
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
の
総
会
の
際
に
は
、
資
料

な
ど
を
配
布
し
、
受
診
率
向
上
が
保
険
税

の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と

や
、
健
康
で
い
る
こ
と
は
、
自
分
自
身
だ

け
で
は
な
く
他
人
の
た
め
に
も
な
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。
地
区
住

民
へ
の
日
ご
ろ
の
声
掛
け
も
効
果
的
だ
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
、
一
日
に
20
本
の
た
ば
こ
を
40
年

近
く
吸
っ
て
い
て
、
健
康
推
進
員
と
し
て

の
立
場
と
し
て
は
、
矛
盾
し
て
い
る
と
も

感
じ
て
い
ま
す
。
で
も
、
な
か
な
か
や
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
前
に
「
体
は
日
々
変
化
す

る
も
の
で
、
健
診
は
そ
の
日
だ
け
の
結
果

に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
自

分
の
体
は
自
分
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る

と
過
信
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
現
役
の
こ
ろ
は
職
場
で
年
に
１

回
検
診
を
受
け
、
健
診
結
果
の
デ
ー
タ
に

一
喜
一
憂
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、

健
康
に
対
し
て
不
安
感
を
持
っ
て
い
た
の

も
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
そ
の
不
安
感
か
ら
、
必
ず
健
診
を

受
け
、
知
ら
さ
れ
る
結
果
で
体
の
状
態
を

把
握
し
、「
気
を
付
け
な
け
れ
ば
」
と
か
「
こ

れ
で
１
年
間
は
安
心
だ
」
な
ど
と
判
断
し

て
い
ま
す
。

　

年
齢
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
、
特
定

健
診
を
受
け
て
自
分
の
体
を
外
か
ら
見
て

み
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
受
診
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
ホ
ッ
と
し
ま
す
よ
。

　

健
康
。
そ
れ
は
生
き
て
い
る
限
り
、
人

生
で
最
大
の
宝
物
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

私
は
、
ど
ん
な
会
話
の
時
も
、「
健
康
が

一
番
だ
よ
ね
。
お
互
い
に
い
ろ
い
ろ
あ
る

け
ど
頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね
」
と
締
め
く
く

る
も
の
で
す
。

　

私
も
60
歳
を
過
ぎ
て
体
の
衰
え
は
出
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
自
分
の
「
健
康
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
意
識
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
健
康
保
険
税
を
払
う
人
た
ち
に
、

私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る

以
上
、
で
き
る
だ
け
税
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
、
自
分
な
り
の
健
康
法
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

私
は
大
山
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、
毎
月
第

２
、
第
４
月
曜
日
、
午
後
８
時
か
ら
約
１

時
間
、
健
康
体
操
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

ア
ロ
ハ
の
ま
ち
指
宿
に
ふ
さ
わ
し
く
、
心

と
体
の
健
康
づ
く
り
と
し
て
フ
ラ
ダ
ン
ス

も
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

現
在
、
大
腿た

い

骨
を
両
方
と
も
骨
折
し
て

歩
行
困
難
と
な
っ
た
母
を
介
護
し
て
い
ま

す
。
母
は
家
の
中
で
は
歩
行
器
を
使
い
、

車
い
す
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
認
知
症
も
あ
り
ま
す
が
、
介
護
に

対
し
て
何
の
た
め
ら
い
も
な
い
し
、
苦
に

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
協
力
も
あ
っ
て
母

と
一
緒
に
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の

中
で
一
番
幸
せ
で
あ
り
、
老
い
た
ら
誰
か

が
支
え
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
思
い
、

日
々
生
き
が
い
を
持
っ
て
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
ス
タ
イ
ル
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
命
は
一
つ
、
太
陽
も
一
つ

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
命
に
光
を
照
ら
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
今
日
と
い
う
日
を

笑
顔
で
楽
し
く
生
き
ま
し
ょ
う
。

抑
制
す
る
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
が
分
泌
さ

れ
ま
す
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
食
事
・
運
動
療
法
に

良
く
反
応
し
減
少
す
る
の
は
、
皮
下
脂
肪

で
な
く
内
蔵
脂
肪
で
す
。

　

次
の
10
項
目
は
「
内
臓
脂
肪
が
た
ま
り

や
す
い
生
活
習
慣
」
で
す
。
皆
さ
ん
は
何

個
当
て
は
ま
り
ま
す
か
。

○
満
足
す
る
ま
で
食
べ
る

○
間
食
ま
た
は
夜
食
を
よ
く
食
べ
る

○
料
理
に
砂
糖
を
よ
く
使
う

○
野
菜
が
不
足
し
て
い
る

○
甘
い
も
の
を
よ
く
食
べ
る
（
飲
む
）

○
運
動
不
足
気
味
で
あ
る

○
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る

○
脂
っ
こ
い
料
理
が
好
き

○
お
酒
を
よ
く
飲
む

○
ス
ト
レ
ス
を
強
く
感
じ
て
い
る

　

高
血
圧
症
は
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、

腎
障
害
な
ど
を
、
ま
た
脂
質
異
常
症
は
、

心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

　

糖
尿
病
は
、
腎
症
に
よ
る
透
析
、
網
膜

症
に
よ
る
失
明
、
神
経
障
害
、
閉
塞
性
動

脈
硬
化
症
に
よ
る
下
肢
切
断
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
疾
患
で
は
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
大
変
重
要
で
す
。
ぜ
ひ
特
定
健

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

２
０
０
４
年
に
三
重
県
で
行
わ
れ
た
調

査
に
よ
る
と
、
１
年
間
の
医
療
費
は
高
血

圧
症
で
22
万
円
、
合
併
症
の
な
い
糖
尿
病

で
25
万
円
、
合
併
症
の
あ
る
糖
尿
病
で
は

36
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
計
に
占
め

る
医
療
費
の
節
約
に
も
早
期
発
見
・
早
期

治
療
は
大
切
な
の
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
治
療
は
、
長
生
き
の
た

め
で
な
く
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の

も
の
な
の
で
す
。

１　ゆっくり食べようよく噛
か

んで、腹八分目ではしを置く
２　お魚と大豆製品　欠かさずに　野菜果物　バランスOK
３　毎日歩こう30分、足腰鍛えて長寿への道
４　早寝・早起き、たばこは吸わない、お酒もほどほど健康の秘訣
５　頭を使って　ボケ防止　毎日明るく　夢を持て
６　眠れない、食欲がない、元気がない、心の風邪か、まず相談
７　ストレスためずによく眠り、過労を避けて休養を
８　うがい・手洗い習慣つけて、防ごう風邪やインフルエンザ
９　あなたの健康家族の宝、進んで健診、自己管理
10　いつでも何でも相談できる、かかりつけ医を持ちましょう

健康・長寿の10カ条

健康寿命を延ばしましょう
より長く、健康で自立した暮らしを続けるために

まちの身近な
健康づくり
相談窓口

笑顔で楽しく、
健康は最大の宝物

指宿医師会

会長  福元良英 医師

田良地区　健康推進員
窪　俊二 さん

（日本臨床内科医会）

上出地区

松村おかる さん

特集　危ない国保財政
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世
帯
の
総
所

得
が
一
定
以
下

の
場
合
は
、
均

等
割
額
と
平
等

割
額
を
７
割
・

５
割
・
２
割
軽

減
し
ま
す
。

（
表
２
）

〇
世
帯
の
加
入
者
の
中
に
未
申
告
者
が
い

　

る
場
合
は
、
軽
減
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

〇
軽
減
判
定
に
は
、
国
保
に
加
入
し
て
い

　

な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
み
ま
す
。

〇
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
に
移
行
し

　

た
人
の
人
数
や
所
得
も
含
め
ま
す
。

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
、
自
ら
望
ま
な
い
形

で
離
職
し
た
人
に
対
し
、
前
年
給
与
所
得

を
１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
て
税
額
算
定

し
ま
す
。

　

な
お
、
季
節
的
に
雇
用
さ
れ
る
、
ま
た

は
短
期
の
雇
用
に
就
く
こ
と
を
常
態
す
る

人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
軽
減
の
期
間

軽
減
期
間
は
、
離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年

度
末
（
３
月
31
日
）
ま
で
の
、
最
長
２

年
で
す
。
該
当
す
る
人
は
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、
健

康
増
進
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軽
減
期
間
中
に
会
社
等
の
健
康
保
険
に

　

加
入
し
、
国
保
の
資
格
を
喪
失
し
た
場

　

合
に
は
、
制
度
の
適
用
が
終
了
し
ま
す
。

■
対
象
者

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
し
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
持
っ
て
い

る
人

②
離
職
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由

コ
ー
ド
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
（
表
3
）

　

被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
等
）
の
被
扶

養
者
だ
っ
た
人
は
、
当
分
の
間
、
保
険
料

の
う
ち
所
得
割
を
全
額
、
均
等
割
を
５
割

軽
減
し
ま
す
。

　

次
の
場
合
、
国
保
税
が
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。（
税
額
は
月
割
で
計
算
）

〇
社
会
保
険
等
へ
の
加
入
・
離
脱
に
よ
り
、

　

資
格
を
取
得
・
喪
失
し
た
と
き
。

〇
出
生
・
死
亡
や
世
帯
合
併
・
分
離
な
ど

　

で
、
資
格
を
取
得
・
喪
失
し
た
と
き
。

〇
修
正
申
告
な
ど
に
よ
る
所
得
額
変
更
や
、

　

固
定
資
産
税
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
。

〇
40
歳
に
な
り
介
護
分
保
険
税
に
該
当
し

　

た
と
き
。

※
国
保
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
や
介
護

　

分
の
該
当
に
な
っ
た
と
き
は
そ
の
取
得

　

月
か
ら
、
ま
た
、
国
保
を
離
脱
し
た
と

　

き
は
離
脱
し
た
月
の
前
月
ま
で
で
月
割

　

計
算
し
ま
す
。

　

な
お
、
介
護
保
険
料
の
納
付
方
法
が
変

　

更
と
な
る
65
歳
と
後
期
高
齢
者
医
療
加

　

入
と
な
る
75
歳
の
人
に
つ
い
て
は
、
あ

　

ら
か
じ
め
そ
れ
ぞ
れ
の
誕
生
月
の
前
月

　

ま
で
の
月
割
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

納
付
や
減
免
に
つ
い
て
は
、
14
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

☎
㉒
２
１
１
１

○
保
険
税
・
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課
保
険
税
係
（
内
線
２
２
４
）

○
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の

　

制
度
に
関
す
る
こ
と

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係（
内
線
２
８
５
）

○
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係（
内
線
２
５
３
）

軽減
割合 世帯主と加入者の合計所得

７割 33万円以下

５割 33万円＋24.5万円
×（被保険者数−1）以下

２割 33万円＋35万円
×被保険者数以下

低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
の
軽
減

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
軽
減

軽
減
に
お
け
る
注
意
事
項

国
保
税
の
変
更

（表２）

離職理由コード 離　　職　　理　　由
１１ 解雇
１２ 天災等の理由により事業の継続が不可能になったことによる解雇
２１ 雇止め（雇用期間３年以上の雇止め通知あり）
２２ 雇止め（雇用期間３年未満更新明示あり）
２３ 期間満了（雇用期間３年未満更新明示なし）
３１ 事業主からの働きかけによる正当な理由のある自己都合退職
３２ 事業所移転等に伴う正当な理由のある自己都合退職
３３ 正当な理由のある自己都合退職
３４ 正当な理由のある自己都合退職（被保険者期間12カ月未満）

（表３）

健
康
が
一
番
！

　
で
も
備
え
は
大
切
! !

国 

民 

健 

康 

保 
険 
税

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
税
率
改
正
に
ご
理
解
を
〜

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
制
度
は
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
が
、
お
互
い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
国
保
税
は
、
医
療
を
受
け
る
た

め
の
費
用
や
出
産
育
児
一
時
金
等
の
給
付

に
使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
の
国
保
運
営
を
安
定
さ

せ
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康

で
あ
り
続
け
、
医
療
費
を
最
小
限
に
抑
え

る
（
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
）
こ
と
や
、

国
保
税
の
収
納
率
向
上
に
努
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

近
年
、
団
塊
世
代
の
退
職
者
の
増
加
や

高
齢
化
社
会
の
進
展
、
医
療
技
術
の
高
度

化
等
に
よ
る
医
療
費
の
急
激
な
増
加
に
よ

り
、
保
険
給
付
費
が
膨
ら
み
、
厳
し
い
財

政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
で
き
る
限
り

加
入
者
の
負
担
を
抑
制
す
る
た
め
、
基
金

（
不
測
の
事
態
に
備
え
て
貯
蓄
し
て
お
く

べ
き
お
金
）
を
取
り
崩
す
な
ど
し
て
対
応

を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
基
金

も
す
で
に
底
を
突
き
、
平
成
22
年
度
の
国

保
会
計
は
、
つ
い
に
赤
字
決
算
と
な
り
、

危
機
的
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
近
年
の
景
気
後
退
に
よ
る
保

険
税
収
入
の
伸
び
悩
み
や
、
今
後
の
医
療

費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
に
厳
し
い

財
政
状
況
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国
民
健
康

保
険
事
業
の
運
営
を
維
持
す
る
た
め
、
や

む
な
く
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
24
年

度
に
お
い
て
も
国
保
税
の
税
率
を
改
正
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

医
療
分
の
所
得
割
・
均
等
割
・
平
等
割

を
変
更
し
ま
し
た
。（
表
１
）

　

国
保
税
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
税
額
を
７
月
に
決
定
し
ま
す
。
医
療
費

を
賄
う
「
医
療
分
保
険
税
」、後
期
高
齢
者

医
療
を
支
援
す
る
「
支
援
分
保
険
税
」、介

護
保
険
を
支
援
す
る
「
介
護
分
保
険
税
（
40

～
64
歳
）」を
、
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等

割
・
平
等
割
の
項
目

ご
と
に
計
算
し
、
そ

れ
ら
の
合
計
額
を
１

年
間
の
国
保
税
額
と

し
て
い
ま
す
。

（
表
１
）

国
民
健
康
保
険
税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

保険税 負担項目等 23年度 24年度 増減

医
療
分
保
険
税

所得割 6.90% 7.90% ＋1.00%

資産割 19.50% 19.50% 据え置き

均等割 20,500円 23,700円 +3,200円

平等割 20,000円 22,700円 +2,700円

課税限度額 51万円 51万円 据え置き

支
援
分
保
険
税

所得割 2.00% 2.00%

据え置き

資産割 5.50% 5.50%

均等割 6,700円 6,700円

平等割 5,700円 5,700円

課税限度額 14万円 14万円

介
護
分
保
険
税

所得割 1.90% 1.90%

据え置き

資産割 6.00% 6.00%

均等割 8,000円 8,000円

平等割 4,400円 4,400円

課税限度額 12万円 12万円

各項目の計算方法
○所得割：（平成23年中所得−33万円）×税率
○資産割：平成24年度固定資産税×税率
○均等割：国保加入者１人当たり
○平等割：１世帯当たり
※介護分保険税は、40〜64歳の人

（表１）【国保税率の新旧比較表】

１年間の国保税額＝医
（ 基 礎 課 税 分 ）
療分保険税＋支

（後期高齢者支援金分）
援分保険税＋介

（介護納付金分）
護保険税

国
民
健
康
保
険
税

税
額
の
計
算

今
回
の
改
正
内
容

国民健康保険税国民健康保険税
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介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う

制
度
で
す
。

第
５
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・

　
　
　
　
　
　
　
　

介
護
保
険
事
業
計
画

　

市
で
は
、
第
５
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
24
～
26
年
度
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

第
５
期
計
画
で
は
、
第
一
号
被
保
険
者

の
負
担
割
合
が
、
20
％
か
ら
21
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設
整
備
等
に

よ
り
総
給
付
費
が
１
２
０
億
円
に
達
す
る

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
給
付
を
行
う
に
あ
た
り
必
要
な
介

護
給
付
費
を
試
算
し
た
結
果
、
保
険
料
基

準
額
（
月
額
）
は
、
４
，３
８
１
円
（
年
額

５
２
，５
０
０
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
が
健
全
か
つ
安
定
的
に

運
営
さ
れ
、
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域

づ
く
り
を
行
う
た
め
に
も
、
介
護
保
険
料

の
改
定
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※１　第３段階のうち、本人の課税年金収入額＋合計所得金額が120万円以下の人の保険料額は36,800円（基準額×0.7）です。
※２　第４段階のうち、本人の課税年金収入額＋合計所得金額が80万円以下の人の保険料額は47,300円（基準額×0.9）です。
※３　第５・６段階の基準所得金額が200万円から190万円に変更されました。

スタート

あなたは生活保護を受給
していますか？

は　い いいえ

第１段階
基準額×0.5

第２段階
基準額×0.5

第３段階
基準額×0.75

第４段階
基準額

または
基準額×0.9

※2※１ ※3 ※3

第５段階
基準額×1.25

第６段階
基準額×1.5

26,200円 26,200円 39,400円 52,500円

47,300円

または
基準額×0.7
36,800円

65,700円 78,800円

あなたは、老齢福祉年金
を受給していますか？

世帯の誰かに市民税が課
税されていますか？

あなたは、市民税が課税さ
れていますか？

あなたは、前年の課税年金収入額＋合
計所得金額が80万円以下でしたか？

あなたは、前年の合計所得金額が
190万円以上でしたか？

START65歳以上の人の介護保険料
は次のようになります

生活保護受給者お
よび老齢福祉年金
受給者で、世帯全
員が市民税非課税
の人

世帯全員が市民税
非課税で、本人の
課税年金収入額＋
合計所得金額が80
万円以下の人 世帯全員が市民税

非課税で、第２段
階に該当しない人

本人が市民税課税
で、合計所得金額
が190万円未満の
人

本人が市民税課税
で、合計所得金額
が190万円以上の
人

世帯員に市民税が
課税されているが、
本人は市民税非課
税の人

は　い

は　い

は　い は　い

は　い

いいえ いいえ いいえ

いいえいいえ

介
護
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
保
険
料
は
い
く
ら
？

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を

提
供
で
き
る
施
設
が
、
市
内
で
初

め
て
開
設
し
ま
し
た
。

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
は
、

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
を

中
心
に
利
用
し
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
訪
問

介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、

一
種
の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
３
種
類
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
顔
な
じ
み
の
ス
タ

ッ
フ
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

○
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
施
設
で
、

な
じ
み
の
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し

ま
す
。

○
事
業
所
に
登
録
し
た
少
人
数
で

の
利
用
に
な
る
た
め
、
他
の
登

録
者
と
顔
な
じ
み
に
な
れ
ま
す
。

○
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
も
気
付

き
や
す
く
、
素
早
い
対
応
が
可

能
で
す
。
環
境
の
変
化
に
敏
感

な
お
年
寄
り
（
特
に
認
知
症
の

人
）
の
不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
で
、

要
介
護
ま
た
は
要
支
援
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
。

　

事
業
所
と
の
契
約
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
利
用
す
る
に
あ
た
り
サ

ー
ビ
ス
に
制
限
が
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
事
業
所
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
「
伝
」

　

指
宿
市
十
町
２
３
６
８

−

３

　

☎
㉖
３
２
１
０

○
長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
３
）

サ
ー
ビ
ス
の
特
徴

利
用
で
き
る
人

利　

用　

方　

法

泊まり

相談
通い

訪問

従来のデイサービスと
は異なり、固定された
時間の枠がなく、利用
者や介護者の状況に応
じ、24時間を通じて
利用できます（定員１
日15人）。

職員による電話や訪問
で安否確認や緊急時対
応を行います。

小規模多機能型居宅介護
専属のケアマネジャーが、
利用者・家族との相談を
行い、サービスの調整や
アドバイスを行います。

通いの延長上のサービス
で従来のショートステイ
に比べ、急な希望時にも
宿泊することが可能です
（定員１日９人）。

小規模多機能型
居宅介護事業所がオープン!

必要時にスタッフが自宅に伺い
訪問サービスを行います。

家庭的な雰囲気で、ゆったりと
泊まれるサービスを行います。

楽しいレクリエーションや外出
行事などを行います。

介護保険料 介護保険料
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■住民税がかかる人
　その年の１月１日現在、指宿市に住所のある人で、
前年に一定額以上の所得（扶養する人数によって額
は変動）がある人。

■住民税がかからない人
①生活保護を受けている人。
②前年の合計所得金額が28万円（給与収入で93万円）

以下の人。
　ただし、障害者、未成年者、寡婦（夫）の場合は、

合計所得金額が125万円（給与収入で204万４千円）
以下の人。

■住民税の内訳
　住民税は、課税される人に一律にかかる「均等割」
額と、所得に応じて課税される「所得割」額の合計
額です。
①均等割
　3,000円（市民税）+1,500円（県民税）＝4,500円

（均等割）が一律に課税されます。
②所得割
　所得から扶養控除などの各種控除を差し引いた残

りの額に、10％（市民税６％、県民税４％）を乗
じた額が課税されます。

■納付の方法
　納める人の状態によって次のいずれかの方法にな
ります。
①普通徴収
　市からの納付書や口座振替により、直接納付しま

す。
②特別徴収
　勤務先の事業所等が、それぞれの年税額を毎月の

給料から差し引いて納付します。
　また、65歳以上で公的年金等に住民税がかかる人

は、年金額から差し引いて納付します。

　

問い合わせ先
　税務課市民税係　☎㉒2111（内線221）

■納付月と納付額（例：年税額が６万円の場合）

②今年度から特別徴収される人	
（ ４月１日現在で65歳になった人、前年度に税額変

更等で特別徴収が中止になった人など）

①前年度から継続の人

（注） 公的年金等以外の所得にかかる住民税は、年
　　金からの特別徴収によらず、普通徴収や給与か
　　らの特別徴収により納付します。

平成24年度住民税における扶養控除
　税制改正により平成24年度住民税から次のとおり
扶養控除が見直しになりました。

○年少扶養親族扶養控除の廃止
16歳未満に対する扶養控除（33万円）が廃止され
ました。
○特定扶養親族扶養控除額の変更

16歳以上23歳未満のうち、16歳以上19歳未満の扶
養控除の上乗せ部分（12万円）が廃止され、控除
額が33万円になりました。

市県民税（住民税）は、毎年１月１日現在におい
て居住している市や県に納める税金です。一般に
は「住民税」と呼ばれ、市が徴収します。

市県民税（住民税）の
納付が始まります

公的年金等から特別徴収される人

普通徴収の人
月 ６月 ８月 11月 １月

納 付 額 １万５千円 １万５千円 １万５千円 １万５千円

納付方法 納付書や口座振替

月 ４月 ５月 ６月 10月 12月 ２月
納 付 額 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円

算出方法 前年度２月と同額を徴収
（仮徴収）

年税額の残額を
1/3ずつ徴収

納付方法 年金からの差し引き

月 ６月 ８月 10月 12月 ２月
納 付 額 １万５千円 １万５千円 １万円 １万円 １万円

算出方法 年税の1/4 年税の1/4 年税の
1/6

年税の
1/6

年税の
1/6

納付方法 納付書や口座振替 
（普通徴収）

年金からの差し引き 
（特別徴収）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医

療
機
関
等
で
受
診
で
き
る
よ
う
に
、
加
入

者
（
75
歳
以
上
の
人
お
よ
び
65
歳
以
上
で

一
定
の
障
害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人
）

に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

納
付
義
務
者

国
保
税
は
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
で

す
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

加
入
者
一
人
ひ
と
り
。

保
険
料
の
計
算

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
平
成
23

年
中
の
所
得
を
基
に
、
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
の
１
年
分
を
決
定
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
内
訳
は
、

所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所
得
割
額
」

と
、
一
人
ひ
と
り
が
等
し
く
負
担
す
る

「
均
等
割
額
」
の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。

（
表
４
）
な
お
、
１
年
間
の
保
険
料
の

限
度
額
は
、
55
万
円
で
す
。

保
険
料
率
を
改
正

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
被
保
険
者
の

医
療
費
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
２
年

ご
と
に
保
険
料
率
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
24
・
25
年
度
の
保
険
料

率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
表
４
）

低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減

　

所
得
が
33
万
円
を
超
え
、
91
万
円
以
下

の
人
は
、
所
得
割
額
を
５
割
軽
減
し
ま
す

（
所
得
33
万
円
以
下
の
人
は
所
得
割
額
の

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

ま
た
、
世
帯
主
と
被
保
険
者
全
員
の
所

得
合
計
が
一
定
以
下
の
場
合
は
、
均
等
割

額
を
９
割
、
８
・
５
割
、
５
割
、
２
割
の

割
合
で
軽
減
し
ま
す
。（
表
５
）

被
用
者
保
険
等
の

　
　
　

被
扶
養
者
の
軽
減

　

制
度
に
加
入
し
た
と
き
に
、
被
用
者
保

険
（
社
会
保
険
等
）
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

人
は
、
所
得
割
額
を
全
額
、
均
等
割
額
を

９
割
軽
減
し
ま
す
。

納付と減免
通知書・納付書の発送

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
〜
保
険
料
と
軽
減
に
つ
い
て
〜

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

介護保険料

種　　類 発送予定日
国民健康保険税 ７月２日㈪
後期高齢者医療保険料 ７月10日㈫
介護保険料 ７月２日㈪

納入方法／月 ４ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２
特別徴収 △ △ △ ○ ○ ○
普通徴収 ● ● ● ● ● ● ● ●

△は仮徴収額、○は本徴収額
決定通知書・納付書発送予定日

納付月

納付には、普通徴収と特別徴収の２つがあります。
普通徴収（納付書・口座振替）
　納期限は、納付月の末日です。口座振替の場合は、

納付月の25日に引き落とされます。
特別徴収（年金からの引き落とし）
■対象者（次のすべてを満たす人）
　①特別徴収対象の年金額が年18万円以上
　②保険税（料）額（国保・後期の場合は、介護保

険料との合計）が対象年金額の１／２以下
※国保税については、右の要件に加え、
　③世帯主が国保に加入
　④国保加入者全員が65歳〜74歳
■納付
　平成22年中の所得で仮計算した額の１／６（仮徴

収額…前年度から特別徴収の人は、２月の徴収額
と同額）を３回、今回決定した額から仮徴収額を
引いた額（本徴収額）を３回に分けて引き落とし。
減免について
　災害等で甚大な損害を受けた人や、特別な事情で
保険税（料）を納めることが困難な人は、申請によ
って保険税（料）が減免されることがあります。国
保税には非自発的失業者に対する減免制度もありま
す。詳しくは問い合わせてください。

区　　　分 変更後
（変更前）

所得割額 所得−33万円
9.05％

8.63％

均等割額 被保険者
１人当たり

	48,500円

 45,900円

賦課限度額
550,000円

500,000円

（表４）
１年間の保険料＝所得割額＋均等割額

軽減割合 世帯主と被保険者全員の所得合計が次の金額以下の場合

９割
33万円以下

被保険者全員が年金80万円以下 
（その他の所得がない場合）

８.５割 上記以外

５割 33万円＋24.5万円×世帯主を除く被保険者数

２割 33万円＋35万円×被保険者数

（表５）
均等割額の軽減基準

後期高齢者医療保険料

14広報いぶすき　６月号2012.６　No.78ⅠBUSUKⅠ15



　

市
で
は
、
心
筋
梗こ

う
そ
く塞
や
脳
卒
中

の
予
防
の
た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
／
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
な
ど

で
腹
回
り
に
脂
肪
が
た
ま
り
、
高

血
糖
や
脂
質
異
常
な
ど
、
動
脈
硬

化
を
起
こ
す
危
険
性
が
い
く
つ
も

重
な
っ
て
い
る
状
態
）
に
着
目
し

た
新
し
い
形
の
健
康
診
査
（
健
診
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
健
診
は
、
保
険
者
（
保
険

証
の
発
行
者
）
が
実
施
し
て
お
り
、

市
が
実
施
す
る
健
診
の
対
象
者
は
、

国
民
健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
証
を
持
つ
人
と
、

生
活
保
護
の
人
で
す
。
ま
た
、
年

齢
な
ど
に
よ
り「
特
定
健
診
」、「
長

寿
健
診
」、「
一
般
健
診
」
に
分
類

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
社
会
保
険
加
入
者
等
の

健
診
は
、
加
入
し
て
い
る
保
険
者

か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
３
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

　

祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
３

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

　

祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

健診名 特定健診 長寿健診 一般健診

対  象  者
受診日に国民健康保険に加入し
ている40～74歳の人　　　　
　　　

受診日において75歳以上の人
と65～74歳で後期高齢者医療
保険証を交付されている人

平成25年３月31日現在で、40
歳以上の生活保護を受けている
人

主な検査項目 服薬歴や喫煙習慣、自覚症状や他覚症状の有無などの問診
身長、体重、腹囲、血圧、肝機能、血中脂質、血糖、尿などの検査

自 己 負 担 額

1,300円
※次に該当する人は、自己負担額が免除になります。
　○平成25年３月31日現在で65歳以上の人
　○市民税非課税世帯の人
　○生活保護を受けている人

実施医療機関 受診券に記載してある市内指定医療機関

対 象 者

○平成25年３月31日現在で、40歳の人
○平成14～23年度中に、Ｂ型・Ｃ型の両方の検査を受けていない41歳以上の人
※国民健康保険・後期高齢者医療保険の加入者、生活保護を受けている人については、健康診査の

受診券に記載してあります。
※社会保険や共済等の加入者、またその家族のうち、平成25年３月31日現在で40、45、50、55、

60、65歳の人については、１月に受診票を発送します（検診月は１月です）。

自 己 負 担 額

1,000円
※次に該当する人は、自己負担額が免除になります。
　○平成25年３月31日現在で70歳以上の人
　○平成25年３月31日現在で40、45、50、55、60、65歳の人
　○平成25年３月31日現在で65～69歳の後期高齢者医療保険証の交付を受けている人
　○市民税非課税世帯の人
　○生活保護を受けている人

実施医療機関 受診券・受診票に記載してある市内指定医療機関

対 象 者

○平成25年３月31日現在で40歳以上の女性のうち、昨年
受診していない人。

※乳がん検診は隔年受診のため、今年度受診した人は来年
度受診することができません。

※「乳がん検診無料クーポン券」が届いている人には受診
票は送付されません。

※山川地域の人で、今年度の集団検診で乳がん検診を受診
した人には受診票は送付されません。

自 己 負 担 額

40～49歳　2,000円
（視診、触診、マンモグラフィ検査２方向撮影）
50歳以上　1,500円
（視診、触診、マンモグラフィ検査１方向撮影）
※次に該当する人は、自己負担額が免除になります。
○平成25年３月31日現在で70歳以上の人
○平成25年３月31日現在で65～69歳の後期高齢者医療保

険証の交付を受けている人
○市民税非課税世帯の人
○生活保護を受けている人

実施医療機関 生駒外科医院、指宿さがら病院、田畑クリニック

各種健（検）診が始まります各種健（検）診が始まります
　市では、７月から11月まで、地区ごとに検診月を指定して「健康診査」、「肝炎ウイルス検診」、「乳がん
検診」、「大腸がん検診」を実施します。対象者へは、実施月ごとに市政事務嘱託員等を通じて受診券や
受診票を配布します。実施月に受診券等が届かなかった人や不明な点がある人は、問い合わせ先まで
連絡してください。

早期発見・早期治療で健康維持

メ
タ
ボ
に
着
目
し
た
健
康
診
査

※貧血・心電図検査も必須項目として実施します。

健康診査（特定・長寿・一般）

大腸がん検診

健康診査・肝炎ウイルス検診・乳がん検診・大腸がん検診の受診券等の発送月

肝炎ウイルス検診

乳がん検診

対 象 者
　平成25年３月31日現在で40歳以上の人
※社会保険や共済等の加入者、またその家族のうち、平成25年３月31日現在で40歳
　以上の人については、１月に受診票を発送します（検診月は１月です）。

自 己 負 担 額 　500円
※自己負担額が免除になる人は、上記、乳がん検診に同じです。

実施医療機関

　今年度は、今まで実施してきた厚生連セット検診のほかに、市内医療機関で実施する個別検診が
追加されました。
　○集団検診　厚生連セット検診（９月下旬）
　○個別検診　受診票に記載してある市内指定医療機関

指宿地域 山川地域 開聞地域

７月
湯之里、大牟礼西、大牟礼中、
大牟礼東、潟口、潟山、湊上、
湊中、湊南、湊北、下門、石嶺

鰻区、小川区、岡児ヶ水区、尾下区 荒田、西元、上野東、上野中、
上野西、坂下

８月
北十町、南十町、弥次ヶ湯、田良、
南迫田、柳田、高野原、池崎、
堀切園

大山区、浜児ヶ水区、利永区 川尻東、松原、鎮守、川尻中

９月

道下、道下上、道下東、大園原、
中川、大当、宮ヶ浜、宮之前、
垂門、狩集、臼山、水迫、永嶺、
十石、外城市、田之畑、道上、
中福良

10月

迫南、迫中、迫北、摺ヶ浜南、
摺ヶ浜中、摺ヶ浜北、中小路、
小田、片野田、丈六、向吉、下里、
国立病院、大渡、仮屋、大迫、
中浜、新永吉

福元区、成川区 蛭子、川尻西、川尻上、川尻北

11月 魚見校区、今和泉校区、久保、
二月田、宮、玉利、木之下、温湯 町区

苙口、玉井、中組、東開聞、
西開聞、松原田、脇、塩屋、入野、
物袋、上手、加治、田中、下吉、
谷村

女性は特に
ご注意を！
～悪質なイタズラ電話～
　例年、検診が始まると保健
センターや保健所を名乗り、
電話で問診をするなど悪質な
イタズラ電話の苦情が寄せさ
れます。
　保健センターや保健所で
は、直接電話で問診を取るよ
うなことはありません。その
ような場合は、即答せずに一
度電話を切り、問い合わせ先
に連絡してください。

※今年度から、市内の医療機関で受診することができます。
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〜
養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
〜

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　

認
知
症
と
は
、
脳
血
管
疾
患
や

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
そ
の
他
の

疾
患
が
原
因
で
脳
細
胞
の
働
き
が

悪
く
な
っ
た
た
め
に
、
新
し
い
こ

と
が
覚
え
ら
れ
な
い（
記
憶
障
害
）、

時
間
や
場
所
な
ど
が
分
か
ら
な
い

（
見
当
識
障
害
）な
ど
と
い
っ
た
、

日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
状

態
を
い
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
誰
も
が
か
か
る
可

能
性
の
あ
る
病
気
で
、
85
歳
以
上

の
４
人
に
１
人
が
発
症
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
を
治
す

方
法
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ

と
で
、
あ
る
程
度
、
進
行
の
予
防

や
発
症
時
期
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

身
近
な
病
気
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

症
状
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
人

が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

「
認
知
症
に
つ
い
て
も
っ
と
知

っ
て
も
ら
お
う
」、「
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
を
応
援
す
る
人
を
地

域
に
増
や
そ
う
」
と
す
る
取
り
組

み
が
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
何
か

特
別
な
こ
と
を
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者

と
し
て
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で

活
動
し
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に

は
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
養
成
講
座
の
受

講
が
必
要
で
す
。

　

養
成
講
座
は
、
自
治
会
や
老
人

ク
ラ
ブ
、
学
校
や
職
場
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
組
織
や
団
体
、
友
人
の

集
ま
り
な
ど
に
市
か
ら
講
師
を
派

遣
し
、
約
１
時
間
程
度
の
講
座
を

行
い
ま
す
。
講
座
終
了
後
は
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
し
「
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

関
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

※
開
催
要
件
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課
高
齢
者
支
援
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
６
）

　

市
で
は
、
要
支
援
・
要
介
護
認

定
者
を
除
く
65
歳
以
上
を
対
象
に
、

現
在
の
心
身
の
状
況
や
日
常
生
活

の
様
子
を
伺
う
ア
ン
ケ
ー
ト
（
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
・
生
活
状
況
）

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
日
常
生
活
に
お

け
る
高
齢
者
の
心
身
等
の
生
活
機

能
状
況
を
把
握
し
、
介
護
予
防
が

必
要
な
人
に
対
し
て
、
介
護
予
防

事
業
へ
の
参
加
を
促
し
ま
す
。
ま

た
、
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
閉
じ

こ
も
り
や
う
つ
等
に
よ
り
、
日
常

生
活
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
高
齢

者
を
早
期
に
把
握
し
、
必
要
な
支

援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
提
出
し

て
い
な
い
人
は
、
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
郵
送
、
ま
た
は
次
の
窓
口

に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
窓
口

○
長
寿
介
護
課
高
齢
者
支
援
係

○
山
川
・
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課

　

健
康
福
祉
係

問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課
高
齢
者
支
援
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
６
）

高
齢
者
の
生
活
機
能
等
の

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

養成講座の様子

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

認
知
症
と
は
？

認知症サポーターの証し
「オレンジリング」

　
市
で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守
り
、
支
援
す
る
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
は
、「
市
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

を
災
害
か
ら
守
る
」
と
い
う
、
と
て
も
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

　

あ
な
た
の
熱
い
情
熱
を
、
市
民
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
験
申
込
書
の
請
求

　

直
接
受
け
取
り
に
来
る
か
、
郵
便
請
求

　

の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込

　

所
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切

　

手
を
張
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

　

（
角
形
２
号
）
を
同
封
の
上
、
請
求
し

　

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
験
申
込
書
は
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

申
込
受
付
期
間
お
よ
び
方
法

　

６
月
１
日（
金
）～
19
日（
火
）の
土・日
を

　

除
き
、
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
（
６
月

　

19
日（
火
）の
消
印
有
効
）
で
提
出　

第
１
次
試
験

　

期
日　

７
月
22
日（
日
）

　

場
所　

指
宿
市
役
所
指
宿
庁
舎

　
　
　
　

３
階
大
会
議
室

　

※
受
験
者
が
多
数
の
場
合
は
、
会
場
を

　
　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

第
２
次
試
験

　

期
日　

８
月
中
旬
～
下
旬
（
予
定
）

資
料
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−
０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
総
務
課
人
事
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
）

創造力豊かで
　熱い情熱を持った
　　職員を募集します

○最終学歴（卒業見込みを含む）以外での受験はできません。（例：大卒者の短大卒区分での受験は不可）
○受験資格は、①〜③のいずれにも該当する人。
○消防士は、市が実施する第１次試験に合格した者について、指宿地区消防組合が第２次試験（体力検査、面接試

験）を別途実施し、合格した者を当該組合が採用します。
○詳しくは、採用試験案内を確認してください。

指宿地区消防組合職員の採用試験

職種・試験学歴区分・受験資格等
職　　種 採用人員 試験学歴

区　　分 受　験　資　格

消防士 若干名

大学卒業
①　昭和63年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた人
②　学校教育法に基づく大学（同等資格含む。）以上の学歴を有する人
③　平成24年10月１日から勤務可能な人

短大卒業

①　昭和63年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた人
②　学校教育法に基づく短期大学（同等資格含む。）以上の学歴を有する人
③　平成24年10月１日から勤務可能な人
※短大卒業区分受験者について、大学またはこれと同等と認める学校等の在学者または卒業
者は受験することができません。

高校卒業

①　昭和63年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人
②　学校教育法に基づく高等学校（同等資格含む。）以上の学歴を有する人
③　平成24年10月１日から勤務可能な人
※高校卒業区分受験者について、大学、短大、高等専門学校または修業年限２年以上の専門
課程の専修学校（これらと同等と認める学校等含む。）の在学者または卒業者は受験するこ
とができません。
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鹿
児
島
県
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
上
陸

頭
数
が
日
本
で
一
番
多
い
県
で
す
。

そ
の
た
め
、
県
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
の

保
護
を
目
的
と
し
た
「
鹿
児
島
県

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
条
例
」
を
制
定
し
、

県
内
全
域
の
海
岸
で
許
可
な
く
ウ

ミ
ガ
メ
を
捕
獲
し
た
り
、
卵
を
採

取
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て

い
ま
す
。
違
反
す
る
と
罰
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
例
年
５
～
８
月
に
か

け
て
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
・
産

卵
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
平
成
23

年
度
は
、
50
回
の
上
陸
と
29
回
の

産
卵
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
率
は
砂
浜
の

減
少
や
砂
鉄
に
よ
る
過
剰
な
砂
の

温
度
上
昇
、
人
に
よ
る
砂
の
踏
み

固
め
な
ど
に
よ
り
、
著
し
く
減
少

す
る
恐
れ

が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
た

め
市
で
は
、

産
卵
場
所

の
状
況
に

よ
り
、
ふ

化
場
へ
卵

を
移
設
し
、
ふ
化
し
た
子
ガ
メ
を

海
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
６
月
５
日
は
「
世
界
環
境

デ
ー
」
と
し
て
、
世
界
中
で
環
境

に
関
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
日
本
で
は
環
境
保

全
に
対
す
る
国
民
の
意
識
・
関
心

を
高
め
る
た
め
、
６
月
を
環
境
月

間
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
環
境
月
間
に
合
わ
せ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
指
宿
の
環

境
を
知
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
生

活
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
環
境
展
」
を

開
催
し
ま
す
。

■
期
間　

６
月
１
日（
金
）～
29
日

　
（
金
）

■
場
所　

指
宿
庁
舎
ロ
ビ
ー

■
展
示
内
容
（
パ
ネ
ル
展
示
）

①
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動

②
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
の
作
り
方

や
効
果

③
ご
み
分
別
方
法

　

な
ど

　

ウ
ミ
ガ
メ
は
、
乱
獲
と
生
息
環

境
の
悪
化
に
よ
り
、
世
界
的
に
絶

滅
の
危
機
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
貴
重
な
野
生
生
物
で
す
。
加
え

て
、
卵
か
ら
無
事
に
成
長
す
る
確

立
は
約
５
，０
０
０
分
の
１
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ミ
ガ
メ
を
守
る
た
め
に
は
海

だ
け
で
な
く
、
砂
浜
の
環
境
も
守

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
母
ウ
ミ
ガ

メ
が
安
心
し
て
産
卵
し
、
ふ
化
し

た
子
ガ
メ
が
無
事
に
海
に
帰
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
点
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

①
海
岸
で
む
や
み
に
ラ
イ
ト
を
つ

　

け
な
い

　

産
卵
期
の
ウ
ミ
ガ
メ
は
光
を
嫌

　

い
ま
す
。
ま
た
、
子
ガ
メ
は
本

　

能
的
に
光
に
向
か
っ
て
進
む
た

　

め
、
弱
い
光
で
さ
え
も
悪
影
響

　

を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

②
暗
く
な
っ
た
海
岸
で
は
む
や
み

　

に
歩
か
な
い
、
騒
が
な
い

　

人
の
気
配
に
気
付
い
た
ウ
ミ
ガ

　

メ
は
、
上
陸
を
止
め
て
し
ま
い

　

ま
す
。
ま
た
、
ふ
化
し
た
子
ガ

　

メ
を
踏
ん
で
し
ま
う
恐
れ
も
あ

　

り
ま
す
。

③
ウ
ミ
ガ
メ
に
触
ら
な
い

　

ウ
ミ
ガ
メ
は
、
非
常
に
敏
感
で

　

動
揺
し
や
す
い
た
め
、
絶
対
に

　

触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
海
岸
に
ご
み
を
捨
て
な
い

　

砂
浜
に
散
乱
し
て
い
る
ご
み
は
、

　

ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
や
海
に
帰
る

　

と
き
の
障
害
に
な
り
ま
す
。

⑤
ウ
ミ
ガ
メ
の
足
跡
を
消
さ
な
い

　

ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
す
る
と
砂
浜

　

に
足
跡
が
残
り
ま
す
。
ウ
ミ
ガ

　

メ
保
護
監
視
員
は
、
そ
の
足
跡

　

を
手
掛
か
り
に
産
卵
場
所
を
確

　

認
し
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
足
跡

　

を
見
つ
け
た
と
き
は
、
消
さ
ず

　

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

６月は
 環境月間

　
　
　

境
問
題
の
多
く
は
、
私
た

　
　
　

ち
の
日
常
生
活
や
経
済
活

動
に
起
因
し
て
い
ま
す
。
良
好
な

環
境
を
保
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

環
境
へ
の
悪
影
響
を
で
き
る
限
り

軽
減
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
は
、
平
成
20
年
３
月
に
「
指

宿
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

行
政
、
市
民
、
事
業
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
で
き
る
役
割
と
協
働

で
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
持

続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
の
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、「
環

境
と
循
環
の
環わ

で
未
来
へ
つ
な
ぐ

ま
ち
い
ぶ
す
き
」
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
５
つ
の
基
本
目
標
の

達
成
に
向
け
て
、
74
の
個
別
施
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年

度
の
取
り
組
み
状
況
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。（
表
１
）

水
資
源
の
保
全

　

環
境
浄
化
微
生
物
活
性
化
資
材

　

「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
」
の
出

　

前
講
座
を
12
回
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
の
恵
み
見
学
バ
ス
ツ

　

ア
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
水
質

　

保
全
に
向
け
た
啓
発
を
行
い
ま

　

し
た
。

ご
み
の
減
量
化

　

ご
み
減
量
・
資
源
化
住
民
説
明

　

会
の
開
催
や
指
宿
ご
み
減
量
通

　

信
の
発
行
に
よ
り
啓
発
活
動
を

　

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
ご
み

　

処
理
機
器
購
入
補
助
制
度
の
実

　

施
や
廃
棄
物
監
視
指
導
員
を
配

　

置
し
、
分
別
指
導
を
行
っ
て
い

　

ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

　

市
役
所
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

等
に
努
め
、
電
気
使
用
量
を
平

　

成
18
年
度
と
比
較
し
て
、
20
・

　

１
％
削
減
し
ま
し
た
。

　

（
表
２
）

環
境
教
育

ご
み
の
分
別
や
水
質
浄
化
、
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
等
を
テ
ー

マ
に
、
各
地
区
や
学
校
・
団
体

等
の
要
望
に
応
じ
た
出
前
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
取
り
組
み

市
の
環
境
基
本
計
画
は
、
平
成

27
年
度
ま
で
の
計
画
で
す
。
今

年
度
も
引
き
続
き
、
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
基
本
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
各
分
野
に
お
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

※
出
前
講
座
の
開
催
を
希
望
す
る

場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

取
り
組
み
の
状
況

主
な
個
別
施
策

守
ろ
う
ウ
ミ
ガ
メ

５つの基本目標
１　豊かな自然や歴史文化を育

はぐく

むまち
２　健康で安心して暮らせる快適なまち
３　ごみを減らし、資源循環型社会を目指すまち
４　地球環境の保全に積極的に取り組むまち
５　協働で環境保全への取り組みを実践するまち

目標に対する取り組み状況 項目数

達成しているもの 41

一部未達成のもの 21

未達成のもの 11

実施対象年でないもの 1

計 74

（表１）個別施策の取り組み状況

（表２）指宿市役所電気使用量・使用料金
電気使用量　（kwh） 使用料金（円）

18年度 23年度 比較 18年度 23年度 比較

指宿庁舎 622,515 565,170 △9.2％ 12,455,062 11,707,590 △747,472

山川庁舎 107,342 45,186 △57.9％ 2,631,541 1,162,793 △1,468,748

開聞庁舎 102,373 54,955 △46,3％ 2,717,658 1,699,067 △1,018,591

全体合計 832,230 665,311 △20.1％ 17,804,261 14,569,450 △3,234,811

海
岸
で
は
気
を
付
け
て

Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
環
境
展

お 知 ら せ し ま す

環

市環境基本計画の
　　　　取り組み状況

学校に設置してあるふ化場

砂浜に残された足跡
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で
な
く
、
家
庭
の
水
道
料
金
が
高

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
メ
ー
タ
ー
の
手
前
で
の

漏
水
は
料
金
に
反
映
さ
れ
な
い
た

め
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
家

庭
内
の
水
の
出
が
悪
く
な
る
ば
か

り
か
、
陥
没
な
ど
の
二
次
災
害
を

引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

簡
単
な
水
漏
れ
チ
ェ
ッ
ク

　

家
庭
内
の
す
べ
て
の
蛇
口
を
閉

め
た
後
、
量
水
器
の
中
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
水
漏

れ
を
し
て
い
る
と
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

が
ゆ
っ
く
り
回
り
ま
す
の
で
、
す

ぐ
に
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

（
以
下
、
指
定
工
事
店
）
に
修
理

を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

水
漏
れ
の
減
免
申
請

　

水
漏
れ
に
よ
り
水
道
料
金
が
高

く
な
っ
た
場
合
に
、
料
金
を
減
額

す
る
申
請
（
減
免
申
請
）
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場

合
は
、
そ
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

　

平
成
20
年
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
は
、「
翔
ぶ
が
如
く
」
以

来
、
18
年
振
り
に
鹿
児
島
が
舞
台
と
な
り
、

県
内
を
は
じ
め
全
国
的
に
注
目
を
浴
び
、

「
篤
姫
ブ
ー
ム
」
が
巻
き
起
こ
っ
た
こ
と

は
、
記
憶
に
ま
だ
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

「
女
の
道
は
一
本
道
、
定
め
に
そ
む
き

引
き
返
す
は
恥
に
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う

台せ
り
ふ詞
に
象
徴
さ
れ
る
強
烈
な
姿
勢
が
共
感

を
呼
び
、
今
和
泉
島
津
家
墓
地
を
は
じ
め
、

「
篤
姫
ゆ
か
り
の
地
」
を
訪
れ
る
観
光
客

が
急
増
し
た
こ
と
は
、
観
光
地
指
宿
に
と

っ
て
予
想
外
の
展
開
と
な
り
大
き
な
喜
び

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
４
月
か
ら

は
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
放
送
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
史
上
初
と
な
る
再
々
放
送
が
始

ま
り
、
篤
姫
の
人
気
は
ま
だ
ま
だ
根
強
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

篤
姫
の
銅
像
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら

今
和
泉
の
隼
人
松
原
に
建
立
を
望
む
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
契
機
に

「
篤
姫
銅
像
実
行
委
員
会
（
今
林
重
夫
会

長
）」を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

篤
姫
の
銅
像
は
、
３
年
前
に
鹿
児
島
市

が
篤
姫
館
の
入
場
料
剰
余
金
で
黎
明
館
敷

地
内
に
建
立
し
ま
し
た
が
、
実
行
委
員
会

で
は
、「
指
宿
の
篤
姫
像
は
、
み
ん
な
で
創

ろ
う
」
と
協
賛
を
呼
び
掛
け
、
募
金
活
動

を
始
め
て
い
ま
す
。
銅
像
が
完
成
し
た
暁

に
は
、
訪
れ
た
人
々
の
記
念
撮
影
や
心
の

癒
や
し
の
場
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
活
動
を
通
し
て
地
域
活
性
化
は
も

ち
ろ
ん
、
郷
土
の
歴
史
学
習
や
文
化
振
興

の
道
に
も
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

故
郷
の
天
璋
院
篤
姫
銅
像
建
立
に
対
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
絶
大
な
る
協
賛
と

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

銅
像
の
制
作
は
、
本
市
出
身
の
田
原
迫

華
さ
ん
（
指
宿
商
業
高
校
非
常
勤
講
師
）

に
依
頼
し
て
い
ま
す
。
田
原
迫
さ
ん
は
、

今
和
泉
の
隼
人
松
原
に
何
回
も
足
を
運
び
、

幼
い
日
の
篤
姫
の
姿
を
追
い
求
め
な
が
ら

制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
協
賛
金　

１
口
２
千
円

※
１
人
何
口
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
５
万

円
以
上
の
協
賛
（
個
人
・
法
人
）
は
、

記
念
石
碑
に
氏
名
を
刻
み
ま
す
。

■
送
金
方
法

①
郵
便
振
替
に
よ
る
寄
付

　

「
指
宿
郵
便
局
」

○
口
座
名
義　

篤
姫
銅
像
実
行
委
員
会

○
口
座
番
号　

０
１
７
３
０-

９-

１
４
１

　

８
８
２

②
現
金
書
留
、
直
接
持
参
に
よ
る
寄
付

○
「
篤
姫
銅
像
実
行
委
員
会
」
事
務
局

〒
８
９
１

−

０
４
０
１

指
宿
市
大
牟
礼
一
丁
目
15
番
13
号

指
宿
商
工
会
議
所
内

☎
㉒
２
４
７
３

○
指
宿
市
役
所
観
光
課

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
６
）

○
今
和
泉
校
区
公
民
館
（
篤
姫
銅
像
実
行

委
員
会
）

〒
８
９
１

−

０
３
１
５

指
宿
市
岩
本
２
８
２
２

☎
㉕
２
２
０
１

■
受
付
期
限　

９
月
10
日（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

篤
姫
銅
像
実
行
委
員
会
（
指
宿
商
工
会

議
所
内
）

☎
㉒
２
４
７
３

た
め
、
経
営
に
か
か
る
経
費
は
、

皆
さ
ん
の
水
道
料
金
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

納
期
限
後
１
カ
月
を
過
ぎ
た
場

合
、
督
促
手
数
料
と
し
て
１
０
０

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

簡
単
で
便
利
な

　
　
　

口
座
振
替
の
利
用
を

　

水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
手
続

き
が
簡
単
な
金
融
機
関
の
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
振
替
日
は

請
求
月
の
25
日
で
す
。
も
し
残
高

不
足
で
も
、
翌
月
の
15
日
に
再
度

振
替
が
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
を

利
用
す
る
人
は
、
納
入
通
知
書
を

持
参
し
、
金
融
機
関
窓
口
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
水
道
に
関
し
て
疑
問
、
相
談
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
水
道
課

☎
㉒
２
１
１
１

　

業
務
係
（
内
線
３
８
３
）

　

工
務
係
（
内
線
３
８
５
）

○
水
道
課
山
川
水
道
係

　

☎
㉞
１
１
１
６

○
水
道
課
開
聞
水
道
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
４
２
０
）

水は大切な資源
６月１日から７日までは水道週間

パイロット

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
水
道

の
水
を
使
わ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ

ん
。
蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
い
つ

で
も
安
全
な
水
が
手
に
入
る
た
め
、

つ
い
無
駄
に
使
っ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。

　

蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
も
水
が
出
な

か
っ
た
と
し
た
ら
、
た
ち
ま
ち
生

活
が
不
便
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

６
月
１
日（
金
）か
ら
７
日（
木
）

ま
で
は
「
水
道
週
間
」
で
す
。
こ

の
機
会
に
水
の
使
い
方
を
見
直
し
、

水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
家
の
増
改
築
な
ど
で
、
水
道
メ

ー
タ
ー
が
屋
内
や
床
下
に
な
る

場
合
は
、
検
針
し
や
す
い
場
所

に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
は
、
出
入
口
や
水
道
メ
ー
タ

ー
か
ら
離
れ
た
所
に
つ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

地
中
の
配
管
が
、
老
朽
化
な
ど

に
よ
っ
て
水
漏
れ
を
起
こ
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
漏
れ
は
、

大
切
な
水
を
無
駄
に
す
る
ば
か
り

水
漏
れ
に
注
意

メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
を

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
水
洗
ト
イ
レ
等
で
、
使
用
し
て

い
な
い
の
に
水
が
流
れ
て
い
る

場
合

○
太
陽
熱
ヒ
ー
タ
ー
や
電
気
温
水

器
な
ど
の
給
湯
に
関
す
る
施
設

や
、
露
出
配
管
で
の
水
漏
れ
の

場
合　

　

給
水
装
置
の
工
事
は
、
指
定
工

事
店
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
委
託
を

受
け
て
施
工
し
ま
す
。
指
定
工
事

店
以
外
の
業
者
が
施
工
し
た
給
水

装
置
で
は
、
給
水
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
店
が
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
水
道
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
入
居
ま
た
は
転
入
、
転

出
す
る
際
は
、
家
主
か
入
居
者
本

人
、
ま
た
は
不
動
産
業
者
の
い
ず

れ
か
が
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
事
業
の
経
営
は
、「
事
業
に

必
要
な
経
費
は
、
そ
の
経
営
に
伴

う
収
入
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
」

と
法
律
で
定
め
ら
れ
、
独
立
採
算

制
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

納
入
は
納
期
限
内
に

転
入
や
転
出
の
際
は
届
け
出

給
水
装
置
工
事
の
申
し
込
み

協賛金の協力をお願いします

みんなで創ろう

銅像建立

篤
姫
銅
像
実
行
委
員
会
を
設
立

田
原
迫
さ
ん
制
作
へ

篤
姫
の
銅
像
建
立
に
向
け
て

協
賛
金
の
受
付
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国
旗
を
高
く
掲
げ
先
頭
を
歩
く

法
被
姿
の
男
性
。
そ
の
後
ろ
に
は
、

に
ぎ
や
か
な
提ち

ょ
う
ち
ん灯飾

り
や
後
に
続

く
数
十
人
の
着
物
姿
の
女
性
た
ち
。

　

写
真
は
、
昭
和
９
年
（
１
９
３

４
年
）
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
山

川
み
な
と
祭
り
の
祝
賀
行
列
の
様

子
を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　

山
川
で
か
つ
お

節
製
造
が
始
ま
っ

た
の
は
明
治
43
年

ご
ろ
。
そ
れ
か
ら

お
よ
そ
１
世
紀
を

経
て
、
山
川
は
全

国
で
も
屈
指
の
か

つ
お
節
の
産
地
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
で
79
回
目

を
迎
え
る
山
川
み

な
と
祭
り
は
、
そ

ん
な
「
か
つ
お
節

の
町
」
を
彩
る
恒

例
の
行
事
で
す
。

　

昭
和
32
年
５
月

10
日
発
行
の
「
山
川
町
政
だ
よ
り
」

を
紐ひ
も

解
く
と
、
こ
の
年
の
み
な
と

祭
り
は
、
４
月
12
日
か
ら
３
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
名
産
品
展

示
会
や
駅
伝
競
走
な
ど
、
全
町
民

の
祭
典
と
し
て
大
い
に
に
ぎ
わ
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
昭
和
47
年
の
「
広
報
や
ま

が
わ
」
に
は
、『
多
彩
な
催
し
の
中

で
も
、
カ
ツ
オ
３
０
０
匹
の
抽
選

会
は
特
に
人
気
が
あ
り
、
黒
山
の

人
だ
か
り
で
…
』
と
記
さ
れ
、
そ

の
後
、
昭
和
54
年
ま
で
は
同
様
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
カ
ツ
オ
抽
選
会
は
祭
り
の

目
玉
と
し
て
人
気
の
催
し
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

当
時
を
伝
え
る
写
真
の
風
景
は

現
在
、
幅
の
広
い
舗
装
道
路
に
変

わ
り
、
海
岸
に
は
山
川
と
根
占
を

結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
が
設
置
さ

れ
る
な
ど
、
町
並
み
は
ず
い
ぶ
ん

と
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

祭
り
に
込
め
ら
れ
た
豊
漁
と
地
域

の
発
展
を
願
う
人
々
の
気
持
ち
は
、

今
も
変
わ
ら
ず
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

　

１
枚
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
に
は
、

懐
か
し
い
風
景
と
と
も
に
人
々
の

思
い
も
焼
き
付
け
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
特
別
企
画
展
「
そ
げ
ん
じ

ゃ
っ
た
な
ー
い
ぶ
す
き
の
写
真
展
」

開
催
に
伴
い
、
懐
か
し
い
指
宿
の

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
31
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

写
真
に
残
る
風
景

〜
山
川
み
な
と
祭
り
〜

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
73

報
恩

謝
徳

　

「
七
変
化
」、「
八
仙
花
」
と
い

っ
た
異
名
の
あ
る
ア
ジ
サ
イ
が
、

そ
こ
か
し
こ
青
や
薄
紅
の
さ
ま
ざ

ま
な
色
合
い
を
競
っ
て
い
ま
す
。

　

梅
雨
の
間
、
咲
き
始
め
か
ら
終

わ
り
ま
で
微
妙
な
色
の
移
ろ
い
を

見
せ
る
花
が
何
と
も
不
思
議
で
す
。

　

さ
て
、「
つ
ゆ
」
を
漢
字
で
「
梅

雨
」
と
書
き
ま
す
。
な
ぜ
「
梅
」

と
「
雨
」
の
文
字
な
の
か
気
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
疑
問
を

解
決
し
て
く
れ
そ
う
な
文
章
に
出

会
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
梅
の
実
が

熟
す
る
こ
ろ
、
し
と
し
と
雨
が
降

り
続
く
か
ら
と
い
う
説
の
よ
う
で

す
。
梅
雨
の
雨
に
何
度
か
打
た
れ

た
梅
の
実
は
最
上
と
も
言
わ
れ
て

お
り
、
な
る
ほ
ど
と
妙
に
納
得
し

ま
し
た
。

　

「
青
梅
は
決
し
て
食
べ
て
は
い

け
な
い
」
親
か
ら
こ
う
注
意
さ
れ

た
昔
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

青
梅
は
青
酸
化
合
物
を
含
み
、

生
食
す
る
と
下
痢
や
腹
痛
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
今
に
な
っ
て
、
親

か
ら
口
酸
っ
ぱ
く
言
わ
れ
た
の
も

う
な
ず
け
ま
す
が
、
こ
っ
そ
り
口

に
し
た
覚
え
の
あ
る
人
も
案
外
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

物
が
不
足
し
、
日
本
が
ま
だ
貧

し
か
っ
た
時
代
の
こ
と
で
あ
り
、

豊
か
に
な
っ
た
今
、
青
梅
を
食
べ

よ
う
と
い
う
子
ど
も
は
い
な
い
よ

う
で
す
。
ま
た
、
そ
ん
な
こ
と
を

知
っ
て
い
て
言
う
親
も
い
な
い
で

し
ょ
う
。
雨
に
濡
れ
た
梅
を
前
に
、

懐
か
し
さ
の
一
方
で
今
昔
の
差
に

複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
梅
は
そ
の
日
の
難
逃
れ
」
と

い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
朝
、
梅

干
し
を
食
べ
る
と
、
そ
の
日
一
日

災
難
に
遭
わ
ず
、
元
気
に
過
ご
せ

る
と
い
う
意
味
で
す
。
日
本
人
が

古
く
か
ら
梅
干
し
入
り
の
「
日
の

丸
弁
当
」
を
愛
用
し
て
き
た
の
も
、

こ
う
い
う
理
由
か
ら
な
の
で
し
ょ

う
か
。 

　

以
前
は
多
く
の
家
庭
で
梅
干
し

が
漬
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
台
所

の
棚
の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
透

明
の
瓶
に
入
っ
た
母
の
漬
け
た
萎し

な

び
た
梅
干
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

指
宿
市
長
　
豊
留 

悦
男 雨に濡れる梅

指宿の旬の食材を使った、簡単でおいしいレシピを紹介します。
今回は、これからが旬の食材「スイカ」を使ったレシピです。
爽やかな香りと甘さが魅力的です。

　
　

　　

材料（２人分）
スイカ　　　300g
水　　　　　150cc
はちみつ　　お好みの量

①　スイカは種を取り、一口大の大きさに切って冷
　　凍庫で凍らせておく。
②　凍ったスイカと、水、はちみつをミキサーに入
　　れて混ぜる（水とはちみつは、スイカの甘さに
　　よって、好みで調整する）。

☆飲み切れずに残ったときは、凍らせておけばいつ
　でも美味しいジュースが飲めますよ！

問い合わせ先　農政課食のＰＲ係　☎㉒2111（内線711）

お　  い

季節の恵みをいただきます

ウォーターメロンジュース

指宿の特産品を使った

いまが レシピ旬
今月のレシピ紹介者

お野菜ひろめ隊の中村さん

ま
た
来
た
く
な
る
I
B
U
S
U
K
I（
指
宿
）

　

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全

線
開
業
と
観
光
特
急
「
指
宿
の
た

ま
て
箱
（
い
ぶ
た
ま
）」運
行
に
よ

り
、
本
市
を
訪
れ
る
観
光
客
数
は
、

開
業
前
と
比
べ
飛
躍
的
に
増
加
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
観
光
客
の
う
ち
、
新

幹
線
が
通
る
関
西
、
中
国
・
四
国
、

北
九
州
か
ら
の
来
客
の
中
に
は
、

今
回
初
め
て
指
宿
を
訪
れ
、
砂
む

し
温
泉
や
長
崎
鼻
、
池
田
湖
、
そ

う
め
ん
流
し
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ

る
指
宿
観
光
の
定
番
ル
ー
ト
を
回

る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
で
は
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

　

開
業
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
新

幹
線
・
い
ぶ
た
ま
効
果
を
、
２
年

目
、
３
年
目
と
持
続
・
発
展
さ
せ

る
た
め
に
は
、
既
存
の
観
光
地
や

宿
泊
施
設
の
さ
ら
な
る
磨
き
上
げ

は
も
ち
ろ
ん
、
新
た
な
仕
掛
け
や

お
も
て
な
し
に
よ
る
リ
ピ
ー
タ
ー

対
策
が
不
可
欠
で
す
。

　

市
観
光
協
会
で
は
、
毎
月
第
２
・

４
日
曜
日
に
、
旅
館
「
吟
松
」
下

の
砂
浜
で
朝
フ
ラ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
朝
フ
ラ
は
、
市
民
・
観

光
客
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
参
加
で

き
る
体
験
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
で
は
、
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
い
ぶ
た
ま
お
も

て
な
し
隊
」
が
い
ぶ
た
ま
の
発
着

に
合
わ
せ
て
、
駅
構
内
で
観
光
客

を
送
迎
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
隊
員
は
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人

は
市
観
光
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

指
宿
を
訪
れ
た
観
光
客
が
「
指

宿
に
来
て
よ
か
っ
た
。
ま
た
来
た

い
」
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
に
市
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
企
画
室
観
光
企
画

係☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
６
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て 
⑬

観
光
シ
リ
ー
ズ

今月の食材

【５月～６月】
山川徳光地区で栽培される徳光ス
イカは、県内だけで販売されます。

スイカ
梅
雨
と
梅

～
梅
の
実
が
熟
す
こ
ろ
～

朝フラの様子
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まちの話題Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　４月22日、大阪市で近畿指宿会（田中脩会長）の
第37回総会が行われ、約220人の会員が集いました。
本市から森議長とともに参加した豊留市長は、「指宿
は元気です。こうして近畿指宿会の皆様とお会いし、
報告できることが何よりの喜びです」とあいさつし
ました。総会後は、歌謡ショーや指宿の特産品が当
たる抽選会、カラオケ大会などを楽しみ、ふるさと
の話題に花を咲かせていました。

今年も多くの会員でにぎわった会場

大 阪から故郷を思う
近畿指宿会が総会を開催

　４月24日、今和泉小の全校児童らが地震・津波避
難訓練を行いました。地震発生の校内放送が流れる
と、児童らは窓やドアを開け、机の下に隠れ身体の
安全を守りました。また、津波の被害を想定して指
宿商業高校の第２グラウンドや校舎の４階への避難
訓練も行いました。児童らは終始無言で先生の指示
に従い真剣に行動し、災害が発生したときの避難経
路を確認し合いました。

　４月19日、広域汚泥リサイクルセンターで市や工
事関係者らが出席し開所式がありました。豊留市長
は、「これまで以上に市民の生活環境の向上に大きな
役割を果たしてくれるものと確信しています」と式
辞を述べ完成を祝いました。同施設は、平成20年か
ら建設が始まり約20億６千万円をかけて造られまし
た。汚泥のほかに給食センターの生ごみも受け入れ
処理を行い、堆

た い

肥を製造して有効活用されます。

慌 てず、迅速に行動

環 境にも配慮した施設

今和泉小で地震・津波避難訓練

広域汚泥リサイクルセンターが開所

校外に避難する児童ら

汚泥処理過程の説明を受ける参加者

仲間とともにゴールトライアスロン体験教室

鉄人レースがスタートお疲れさまでした

　
　
　
　

月
19
日
・
20
日
、
指
宿

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
第

　
　
　
　

26
回
指
宿
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

19
日
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
で

は
、
知
林
ヶ
島
砂
州
ウ
オ
ー
ク
や

知
林
ヶ
島
カ
ヤ
ッ
ク
ツ
ア
ー
、
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
体
験
教
室
が
開
か
れ
ま
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者

ら
は
心
地
よ
い
汗
を
流
し
な
が
ら
、

指
宿
の
青
い
海
と
自
然
を
存
分
に

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

20
日
に
行
わ
れ
た
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
（
参
加
者
４
４
８
人
）

は
、
前
日
の
夜
半
か
ら
降
り
続
く

雨
の
中
で
の
競
技
と
な
り
ま
し
た
。

　

天
候
の
影
響
で
波
風
が
荒
く
な

っ
た
た
め
、
ス
イ
ム
を
ラ
ン
ニ
ン

グ
に
変
更
し
て
競
技
は
ス
タ
ー
ト
。

降
り
続
く
雨
と
気
温
15
℃
の
過
酷

な
条
件
の
中
、
バ
イ
ク
は
海
岸
沿

い
、
ラ
ン
は
街
中
を
折
り
返
す
コ

ー
ス
で
、
選
手
た
ち
は
自
分
の
限

界
に
挑
み
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
家
族
や
職
場
の
仲
間

ら
が
選
手
に
エ
ー
ル
を
送
り
、
ま

た
、
朝
早
く
か
ら
市
内
の
中
・
高

校
生
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
大
会

を
支
え
ま
し
た
。

知林ヶ島砂州ウオーク

知林ヶ島カヤックツアー

力を振り絞り自転車を走らせる

　　指宿スポーツフェスタ
指宿トライアスロン大会
太陽よりも明るい声援と
　空よりも大きな感動がここに

第26回

５

　畠久保テルさん（堀切園）が４月１日、上原キク
ノさん（川尻中）が５月４日に満100歳を迎えまし
た。それぞれに長寿の秘けつを尋ねると、「好き嫌い
なくなんでもよく食べることと、よく笑っていたか
らではないでしょうか」（畠久保さんの家族）、「昔か
ら生きることに希望を持ち続けていたこと、魚と野
菜が好きでよく食べていたことでしょうか」（上原さ
んの家族）と話してくれました。

い つまでも長生きを
100歳長寿を祝う

上原キクノさん

畠久保テルさん

26広報いぶすき　６月号2012.６　No.78ⅠBUSUKⅠ27



　４月29日、指宿庁舎芝生広場でアロハ宣言セレモ
ニーがありました。市民ら約300人が集まる中、豊
留市長は、「アロハを着て指宿らしさを全国に発信し
ていきましょう」と宣言。市内の公共機関やホテル
などでは、制服をアロハシャツに衣替えして南国ム
ードを盛り上げます。また、今年からコースを変更
したアロハウオークでは、途中「いぶたま」の乗客
に手を振るなど、アロハのまちをＰＲしました。

　長崎鼻の「龍宮神社」に新しい本殿が完成しまし
た。５月６日、地域の住民ら約100人が参加し、落
成式が行われました。区長の宮田力人さん（徳光）
は、「みんなに愛され輝く神社になることを期待して
います」とあいさつ。神社は、老朽化のために一昨
年から建て替えが進められ、昨年６月の拝殿に続い
て４月に本殿が完成。新しくなった神社には多くの
観光客らが訪れ早速参拝していました。

集まった市民らに囲まれアロハ宣言

新しくなった龍宮神社の本殿

声 高らかに「アロハ～」

縁 結びの神様に新居

アロハ宣言＆アロハウオークが開催

龍宮神社の本殿完成

　５月５日、山川地区でスプレー菊を栽培している
ＪＡいぶすき山川花き部会と指宿花き振興連絡会青
年部の生産者らが、ＪＲ指宿駅のホームで観光特急
「指宿のたまて箱」で帰省する乗客に、スプレー菊
などであしらった花束をプレゼントしました。生産
者たちは、「母の日には花を贈ってください」などと
声を掛けてスプレー菊等をＰＲ。花束受け取った乗
客らは満面の笑みを浮かべていました。

　５月11日、市の特産品「徳光スイカ」が収穫され、
初出荷が行われました。今年は寒さと日照不足で成
育が遅れましたが、４月中旬から天候も回復し大玉
に育ったそうです。徳光スイカは糖度が高いことと、
独特の歯応え感が特徴です。生産者の宮田實吉さん
（今村）は、「今年は大きなスイカができた。ぜひ皆
さんに食べてほしい」と話しました。徳光スイカは
県内のみで販売されます。

笑 顔で帰る観光客

大 玉スイカ、糖度も十分

観光客に花束を配布

徳光スイカが初出荷

まちの話題

　５月14日、指宿芸能の会（大久保紀惠子会長）が
豊留市長を訪れ、東日本大震災の被災地支援のため
にと募金173,706円を寄付しました。同会が５月13
日行った東日本大震災チャリティーショー「芸能の
祭典」の会場で募金活動を行ったものです。大久保
会長は、「東北の人たちの役に立てれば幸いです」と
話しました。寄付金は市社会福祉協議会を通じて、
後日被災地に届けられました。

　鹿児島弁や郷土の歴史・文化に慣れ親しんでもら
おうと、時遊館ＣＯＣＣＯはしむれと指宿図書館が
共同で「指宿の昔話」（紙芝居、ＤＶＤ）を制作しま
した。５月11日、聖亜幼稚園では贈呈式や紙芝居の
読み聞かせが行われ、園児らはお話に夢中になって
いました。紙芝居は他の保育施設や小学校等にも配
布され、ＤＶＤはホームページでも見ることができ
ます。http://youkoso-ibusuki.com/home/

集まった募金を手渡す芸能の会の皆さん

鹿児島弁の紙芝居に聞き入る園児たち

来 場者の善意を被災地へ

紙 芝居で郷土文化を学ぶ

指宿芸能の会が募金を寄付

園児たちに紙芝居を贈呈

　指宿ライオンズクラブ（和田のり子会長）が、市
内の小学１年生322人に平仮名で個人の名前が入っ
た鉛筆１ダースずつを贈呈しました。今年で14年目
になります。５月16日、贈呈に豊留市長らを訪れた
和田会長は、「鉛筆には名前が入っているので、物を
大切に使うことを学んで、勉強を頑張ってほしい。
児童の家族からの要望もあるので、今後も続けてい
きたい」と話しました。

　５月13日、第10回捌拳流空手道親善交流大会が開
聞総合体育館で行われ、市内外から約100人の選手
が鍛錬の成果を披露しました。試合は、組手と型の
２部門で行われ、高学年の試合ともなると、高めた
集中力が鬼気迫る緊迫感となって伝わってきました。
参加した柳田小４年生の姫野聖琉さん（柳田）は、
「試合に勝ててよかった。もっと練習して強くなり
たい」と試合後抱負を話してくれました。

物 を大切にする心を育
はぐく

む

握 った拳に気合を込めて

ライオンズクラブが鉛筆を贈呈

捌
はっけん

拳流空手道親善交流大会が開催

目録と鉛筆を贈呈する和田会長（中央右）

一瞬の攻防、上段蹴りが炸
さく

裂 花束を手に喜ぶ観光客

愛情もたっぷり入った徳光スイカ
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6月

2012

2012

　

指
宿
市
歯
科
医
師
会
で
は
、
心

と
体
の
健
康
を
目
指
し
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
特
別
講
演
会
や
検
診

車
「
こ
じ
か
号
」
に
よ
る
歯
科
検

診
、
健
康
食
試
食
コ
ー
ナ
ー
、
み

そ
汁
塩
分
お
よ
び
咀そ

し
ゃ
く嚼

力
チ
ェ
ッ

ク
コ
ー
ナ
ー
、
口
腔く

う

ケ
ア
の
介
護
、

お
薬
・
健
康
茶
・
健
康
パ
ン
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　

７
月
７
日（
土
）13
時
～

■
場
所　

市
民
会
館

■
入
場
料　

無
料

特
別
講
演
会

■
演
題　

「
香
り
を
使
っ
て
健
康

生
活
」

■
講
師　

藤
井
志
帆
氏
（
有
限
会

社
ガ
ト
ウ
リ
ア
代
表
取
締
役
）

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
市
歯
科
医
師
会
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務

局

　

☎
㉒
３
５
６
１

○
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
３
）

　

タ
イ
ム
マ
シ
ン
・
フ
ォ
ト
ク
ラ

ブ
で
は
、「
そ
げ
ん
じ
ゃ
っ
た
な
ー

い
ぶ
す
き
の
写
真
展
」
の
開
催
に

伴
い
、
市
民
の
目
線
で
撮
影
さ
れ

た
指
宿
に
関
連
す
る
懐
か
し
い
写

真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
要
項

○
市
内
（
山
川
、
開
聞
を
含
む
）

で
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
あ
れ
ば
、

風
景
、
建
物
、
人
物
等
、
何
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

○
応
募
枚
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
展
示
会
場
の
都

合
に
よ
り
、
す
べ
て
を
展
示
で

き
ま
せ
ん
。

○
写
真
の
題
名
や
撮
影
時
の
説
明

を
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

※
一
部
内
容
を
修
正
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○
応
募
者
が
写
真
の
著
作
権
等
を

完
全
に
保
有
し
て
い
る
も
の
に

限
り
ま
す
。

■
応
募
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
を
同

封
し
て
郵
送
で
申
し
込
む
か
、

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
用
紙
の
設
置
場
所　

時
遊

館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
、
指

宿
図
書
館
、
山
川
図
書
館
、
市

役
所
各
庁
舎
、
各
校
区
公
民
館

■
応
募
締
切
日　

７
月
31
日（
火
）

ま
で

■
そ
の
他

○
市
で
は
、
著
作
権
等
の
侵
害
な

ど
、
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

○
応
募
写
真
に
つ
い
て
使
用
料
や

謝
礼
は
支
払
い
ま
せ
ん
。

○
応
募
写
真
は
、
拡
大
し
て
展
示

す
る
予
定
で
す
。
都
合
に
よ
り
、

応
募
写
真
の
サ
イ
ズ
変
更
や
部

分
使
用
、
画
像
処
理
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
実
際

の
写
真
と
色
合
い
や
構
図
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
応
募
写
真
は
、
展
示
図
録
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
も
掲
載
し
ま

す
。

○
写
真
は
複
製
後
、
返
却
し
ま
す
。

応
募
先

〒
８
９
１

−

０
４
０
３

指
宿
市
十
二
町
２
２
９
０

「
そ
げ
ん
じ
ゃ
っ
た
な
ー
い
ぶ

す
き
の
写
真
展
」
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

問
い
合
わ
せ
先

タ
イ
ム
マ
シ
ン
・
フ
ォ
ト
ク
ラ

ブ　

指
宿
ま
る
ご
と
博
物
館
構

想
推
進
実
行
委
員
会
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

　

市
で
は
、
社
会
体
育
の
普
及
振

興
と
競
技
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

県
外
で
実
施
さ
れ
る
大
会
へ
の
参

加
者
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象　

体
育
協
会
等
が
主
催
す

る
予
選
の
結
果
、
県
外
で
実
施

さ
れ
る
九
州
大
会
や
全
国
大
会

に
県
代
表
と
し
て
、
自
己
負
担

で
出
場
す
る
団
体
ま
た
は
個
人

（
た
だ
し
、
部
活
動
は
除
く
）

■
補
助
額　

１
団
体
に
つ
き
10
人

分
ま
で
を
上
限
と
し
た
次
の
額

○
九
州
外
（
沖
縄
含
む
）
の
大
会

　

１
人
に
つ
き
１
万
円

○
九
州
内
の
大
会

　

１
人
に
つ
き
５
千
円

■
申
請
方
法　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

（
指
宿
総
合
体
育
館
内
）
に
設

置
し
て
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
指
宿
総
合
体
育
館
内
）

☎
㉗
０
２
０
３

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
に
向

け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
み
の

分
別
、
資
源
化
の
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
で
も
可
燃
ご
み
の

中
に
資
源
ご
み
（
紙
類
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
）
が
混
在
し

て
い
る
も
の
や
、
不
燃
ご
み
の
中

に
缶
類
（
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル

缶
）
や
び
ん
類
な
ど
の
資
源
ご
み

が
混
在
し
て
い
る
も
の
が
３
割
ほ

ど
あ
り
、
分
別
は
ま
だ
ま
だ
十
分

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ご
み
袋
の
氏
名
記
入
に

つ
い
て
も
、
改
善
傾
向
に
な
っ
て

は
い
ま
す
が
、
可
燃
ご
み
に
比
べ

て
不
燃
ご
み
の
記
入
が
１
割
ほ
ど

低
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ご
み
は
、
指
定
の
ご
み
袋
に
「
氏

名
（
フ
ル
ネ
ー
ム
）」を
記
入
の
上
、

決
め
ら
れ
た
日
の
６
時
～
８
時
30

分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
、
分
別
の
徹
底
や
生
ご

み
の
水
切
り
な
ど
、
ご
み
出
し
ル

ー
ル
を
守
り
、
ご
み
の
分
別
・
資

源
化
に
い
っ
そ
う
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

　

市
で
は
、
錦
江
湾
岸
の
美
し
い

自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
海
岸
清

掃
を
実
施
し
ま
す
。
市
民
や
観
光

客
が
心
地
よ
く
憩
え
る
場
所
づ
く

り
に
、
あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
28
日（
土
）７
時
～

９
時
（
雨
天
中
止
）

※
７
月
は
海
岸
愛
護
月
間
の
た
め
、

錦
江
湾
沿
岸
の
市
町
で
一
斉
に

海
岸
清
掃
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
場
所　

魚
見
港
周
辺
（
田
良
岬
）

■
集
合　

７
時
ま
で
に
休
暇
村
指

宿
別
館
駐
車
場

■
そ
の
他　

軍
手
等
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
ご
み
袋
は
市
が
準
備
し
ま
す
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
４
日（
水
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
企
画
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
８
）

　

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
で
は
、

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
６

月
か
ら
７
月
ま
で
の
２
カ
月
間
を

「
初
夏
の
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
期

間
」
と
し
て
、
砂
む
し
入
浴
割
引

を
実
施
し
ま
す
。

　

下
の
入
浴
割
引
券
を
切
り
取
り
、

受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

夕
方
や
土
・
日
曜
日
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」

　

☎
㉓
３
９
０
０

○
観
光
課
観
光
管
理
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
３
）

催
し

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
２

錦
江
湾

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

砂むし会館「砂楽」

初夏のさわやか
サービス期間

 砂むし会館「砂楽」

砂むし入浴割引券（７月分）
○大人・小人とも400円で入浴できます。
○タオル代は別料金となります。
○本券１枚で５名様まで１人400円で入浴で
　きます。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー印刷不可）。

有効期間  平成24年７月１日(日)～31日(火)

７月10日（火）（臨時
休館日）および14
日（土）～16日（月）
は除きます。

きりとり線 きりとり線

き
り
と
り
線

○大人・小人とも400円で入浴できます。
○タオル代は別料金となります。
○本券１枚で５名様まで１人400円で入浴できます。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー印刷不可）。

 砂むし会館「砂楽」		 

砂むし入浴割引券（６月分）
有効期間  平成24年６月１日(金)～30日(土)

そ
げ
ん
じ
ゃ
っ
た
な
ー

い
ぶ
す
き
の
写
真
展

募
集

全
国
・
九
州
大
会

出
場
に
補
助
金

お
知
ら
せ

ご
み
減
量
化
に
協
力
を

■期間　10月13日（土）〜12月２日（日）
■会場　時遊館COCCOはしむれ
■入場料　無料（常設展示の見学は、

別途入館料が必要です。）
問い合わせ先

タイムマシン・フォトクラブ　指宿
まるごと博物館構想推進実行委員会
（時遊館COCCOはしむれ内）
☎㉓5100

そげんじゃったなー
　　いぶすきの写真展
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情 報 掲 示 板 Information

　

市
で
は
、
大
字
十
二
町
・
十
町

の
一
部
に
お
い
て
住
居
表
示
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
区
域
は
、
大
牟
礼
一
丁
目

～
五
丁
目
、
湊
一
丁
目
～
四
丁
目
、

湯
の
浜
一
丁
目
～
六
丁
目
で
す
。

こ
れ
ら
の
区
域
内
で
、
建
物
を
新

築
・
改
築
・
取
り
壊
し
を
す
る
際

は
、
住
居
表
示
の
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
住
居
表
示
と
は

　

住
所
を
表
す
場
合
、
例
え
ば
こ

れ
ま
で
は
、
十
二
町
○
○
○
番

地
の
よ
う
に
土
地
の
地
番
を
使

っ
て
住
所
を
表
示
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
地
番
が
入
り
組

ん
で
い
る
地
域
で
は
、
家
の
場

所
が
見
つ
け
に
く
か
っ
た
り
、

郵
便
物
の
誤
配
が
あ
っ
た
り
す

　

る
な
ど
、
日
常
生
活
に
不
便
が

生
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

建
物
の
主
な
出
入
口
を
基
準
と

し
、
住
居
番
号
を
順
番
に
付
け

る
「
住
居
表
示
」
が
導
入
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

本
籍
の
表
示
や
住
居
表
示
後
の

戸
籍
は
、
町
名
（
例
・
十
二
町

　

→
湯
の
浜
○
丁
目
）
だ
け
が
新

た
に
訂
正
さ
れ
、
番
地
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

■
新
築
・
取
り
壊
し
な
ど
は
届
け

出
を

　

建
物
を
新
築
・
取
り
壊
し
た
場

合
は
、
住
居
番
号
の
新
設
・
廃

止
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

改
築
し
た
場
合
も
、
住
居
番
号

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
速
や
か
に
市
長
公
室
総
合

調
整
係
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
証
明
書
の
発
行
を
受
け
た

後
に
、
住
民
異
動
届
な
ど
の
手

続
き
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
届
け
出
の
際
は
、
建
物
・

入
口
の
位
置
が
確
認
で
き
る
図

面
な
ど
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
に
必
要
な
書

類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp 

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
総
合
調
整
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

住
居
表
示
の
申
請
を

「
大
牟
礼
・
湊
・
湯
の
浜
」
地
区

　

６
月
17
日（
日
）～
23
日（
土
）は
、

ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解
す
る

週
間
で
す
。
こ
の
週
間
は
、
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理

解
の
促
進
や
偏
見
、
差
別
の
解
消

に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

方
々
の
名
誉
の
回
復
を
図
る
た
め

厚
生
労
働
省
が
定
め
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
関
連
事
業
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ハ
ン
セ

ン
病
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

作
品
展

　

療
養
所
入
所
者
の
作
品
や
写
真

パ
ネ
ル
等
を
展
示

■
期
間　

６
月
18
日（
月
）～
29
日

　
（
金
）

■
場
所　

鹿
児
島
市
役
所
東
別
館

市
民
ホ
ー
ル

星
塚
敬
愛
園
親
子
療
養
所
訪
問

■
訪
問
日　

８
月
９
日（
木
）

■
訪
問
先　

星
塚
敬
愛
園
（
鹿
屋

市
内
）

■
対
象
者　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に

関
心
を
持
ち
、
入
所
者
と
の
交

流
を
希
望
す
る
人

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

１
３
０
人

■
申
込
締
切
日　

７
月
17
日（
火
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
弁
当
を
持
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。
集
合
場
所
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
後
日
申
し
込

み
者
へ
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
健
康
増
進
課
ハ
ン
セ
ン
病
担

当
窓
口

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
７
２
０

　

指
宿
税
務
署
で
は
、
平
成
25
年

２
月
上
旬
ま
で
庁
舎
改
修
工
事
を

実
施
し
ま
す
。
工
事
に
伴
い
、
10

月
中
旬
ま
で
、
庁
舎
入
口
が
変
更

と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
税
務
署
総
務
課

　

☎
㉒
２
５
４
８

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

指
宿
市
立
図
書
館
で
は
、「
市
子

育
て
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
支
援
事
業
」
を

活
用
し
て
図
書
館
バ
ッ
グ
を
購
入

し
ま
し
た
。
本
を
借
り
た
際
に
貸

し
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
受
付
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
デ
ザ
イ
ン

は
、「
指
宿
の
た
ま
て
箱
」
に
ち
な

ん
だ
、「
浦
島
太
郎
」
で
す
。
ぜ
ひ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
は
、
１
人
10
冊
ま
で
貸
し
出

し
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
図
書
館　

　

☎
㉓
２
８
２
７

○
山
川
図
書
館　

　

☎
㉟
３
３
０
０

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

正
し
く
理
解
す
る
週
間

特定計量器の定期検査
　県では、２年に１度、計量器の検査を行
っています。
　商取引や証明上の計量に使用されている
特定計量器が検査対象になります。
　対象となる計量器を持つ人は、都合のよ
い日時、会場で検査を受けてください。
問い合わせ先　商工水産課商工運輸係
　　　　　　　☎㉒2111（内線313）

　現在、市では、市民の皆さんが日ごろ感じて
いることや現状、市のまちづくりに対する意見
等をお聞きするため、18歳以上の市民5,000人を
無作為で抽出し、アンケートを送付しています。
　市のまちづくりに役立てる大切なアンケート
となっていますので、アンケート用紙が届いた
人は、解答欄に記入の上、回答締切日までにポ
ストに投函してください。なお、お近くの市の
職員に渡していただくか、市役所各庁舎へ持参
してもかまいません。市民の皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。
■回答締切日　６月15日（金）
問い合わせ先
　市長公室総合調整係　☎㉒2111（内線124）

まちづくりアンケートに
　　　　 ご協力ください期　　日 時　　間 場　　　所

６月11日（月）
10：00〜11：30 川尻ふれあい交流館
13：00〜15：00 開聞農村環境改善センター

12日（火）
10：30〜11：30 徳光公民館
13：00〜15：00 成川区民センター

13日（水）
10：30〜12：00 大山集落センター
13：30〜15：00

山川文化ホール
14日（木） 10：00〜15：00

18日（月）
10：00〜11：30 今和泉校区公民館
13：00〜15：00 池田校区公民館

19日（火） 10：00〜14：00 指宿校区公民館
20日（水） 10：00〜15：00

市役所指宿庁舎車庫棟21日（木） 10：00〜15：00
22日（金） 10：00〜14：00

駐車場

駐車場出
入
口

工
事
現
場

↑
至 

鹿
児
島
市

指宿税務署前 交差点

車庫

工事期間中の出入口

通常の出入口
は進入禁止

工
事
現
場

指宿税務署　庁舎

指
宿
税
務
署

改
修
工
事
に
つ
い
て

利
用
し
て
く
だ
さ
い

図
書
館
バ
ッ
グ

　

市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
生
ご
み
の
減
量
化
と
ご
み
減
量

意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
生

ご
み
処
理
機
器
購
入
者
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
人

は
、
購
入
後
６
カ
月
以
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
の
額　

購
入
価
格
の
３

分
の
１
以
内
（
上
限
３
万
円
。

１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

■
申
請
方
法　

環
境
政
策
課
ま
た

は
山
川
・
開
聞
各
支
所
市
民
福

祉
課
市
民
生
活
係
の
窓
口
に
設

置
し
て
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
補
助
金
交
付
申
請
書

○
購
入
機
器
の
領
収
書
ま
た
は
そ

の
写
し

○
銀
行
等
振
込
口
座
の
写
し

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

○
環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
５
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

　

活
係

　

☎
㉞
１
１
１
１
（
内
線
１
１
４
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

　

活
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

　

６
月
４
日（
月
）に
開
会
す
る
平

成
24
年
第
２
回
定
例
会
の
本
会
議

の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
は
市
政

を
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
傍

聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
日
程
は
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
議
会
事
務
局

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
５
１
２
）

議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

生
ご
み
処
理
機
器
の

購
入
補
助

日　　程 内　　　　容

６月４日（月） 招集日
（議案質疑、委員会付託等）

19日（火） 一般質問
20日（水） 一般質問
21日（木） 一般質問

26日（火） 最終日
（委員長報告、表決等）

本会議予定
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人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
78

　

み
ん
な
で
築
こ
う

　
　
　
　
　

  
人
権
の
世
紀

　

日
本
は
、
20
世
紀
に
２
度
に
わ

た
る
世
界
大
戦
を
経
験
し
ま
し
た
。

多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
、

悲
劇
と
破
壊
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
反
省
か
ら
、
世
界
的

な
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
求
め
る

機
運
が
高
ま
り
、「
す
べ
て
の
人
間

は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由

で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
に

つ
い
て
平
等
で
あ
る
」
と
謳う

た

っ
た

世
界
人
権
宣
言
が
、
１
９
４
８
（
昭

和
23
）
年
12
月
10
日
に
国
際
連
合

総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

21
世
紀
は
、
世
界
各
地
に
お
い

て
、
環
境
問
題
や
経
済
格
差
な
ど

人
権
に
関
す
る
諸
問
題
の
解
決
や

す
べ
て
の
人
々
の
人
権
尊
重
、
相

互
に
共
存
し
得
る
平
和
で
豊
か
な

社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
21
世
紀
は
、

「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
よ
り
良
い
社
会
の
実
現

の
た
め
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
戸
籍
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

情 報 掲 示 板 Information

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年

の
健
全
育
成
の
た
め
、
次
の
方
々

に
補
導
委
員
と
青
少
年
育
成
推
進

員
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
の
非
行
防
止
を
は
じ
め
、

学
校
や
家
庭
問
題
な
ど
に
悩
む
児

童
や
生
徒
、
保
護
者
の
相
談
相
手

と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
声
掛
け

お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
と
し
て
の

役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
に
つ
い
て
何
か
気
付
い

た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
青
少
年
育
成
推
進
員
は
、
青
少

年
体
験
活
動
な
ど
の
指
導
者
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

北
指
宿
中
学
校
区

　

石
口　

一
行
（
魚
見
小
）

　

浦
田　

貞
行
（
魚
見
小
）

　

幸
野　

昌
葊
（
柳
田
小
）

　

南　
　
　

恵
（
柳
田
小
）

　

立
根　

正
和
（
指
宿
小
）

　

染
川　

洋
子
（
指
宿
小
）

　

平
川　
　

誠
（
北
中
教
論
）

　

前
原　

佑
亮
（
北
中
教
論
）

南
指
宿
中
学
校
区

　

上
髙
原　

靖
（
丹
波
小
）

　

原
田　

正
一
（
丹
波
小
）

　

豊
留　

英
子
（
丹
波
小
）

　

迫　
　

和
代
（
丹
波
小
）

　

西
野　

一
光
（
柳
田
小
）

　

瀬
筒
ヱ
リ
子
（
柳
田
小
）

　

當　
　

武
洋
（
南
中
教
論
）

　

樗
木
浩
一
郎
（
南
中
教
論
）

西
指
宿
中
学
校
区

　

吉
留
浩
一
郎
（
今
和
泉
小
）

　

岩
切　

勝
彦
（
今
和
泉
小
）

　

髙
橋　

智
子
（
今
和
泉
小
）

　

堀　
　

孝
行
（
今
和
泉
小
）

　

岡
崎
久
美
子
（
池
田
小
）

　

篠
原　

将
輝
（
池
田
小
）

　

日
髙　

孝
幸
（
西
中
教
論
）

　

内
之
宮
清
美
（
西
中
教
論
）

山
川
中
学
校
区

　

松
木　

茂
久
（
山
川
小
）

　

松
下　
　

勉
（
山
川
小
）

　

貴
島　
　

護
（
大
成
小
）

　

桃
木　

安
幸
（
大
成
小
）

　

林　
　

道
夫
（
徳
光
小
）

　

西
村　

圭
史
（
徳
光
小
）

　

中
濱　

貴
夫
（
山
川
中
教
論
）

　

深
堀
幸
太
郎
（
山
川
中
教
論
）

開
聞
中
学
校
区

　

松
永　

當
哉
（
開
聞
小
）

　

垣
内　

英
人
（
開
聞
小
）

　

御
鍵　

憲
一
（
開
聞
小
）

　

東
村　

末
盛
（
開
聞
小
）

　

山
田　
　

博
（
川
尻
小
）

　

西
山　

豊
美
（
川
尻
小
）

　

有
川　
　

悟
（
開
聞
中
教
論
）

　

西
元　

淳
一
（
開
聞
中
教
論
）

高
等
学
校

　

坂
元　

孝
志
（
指
高
教
諭
）

　

葊
森　

祐
作
（
指
高
教
諭
）

　

栗
田　

豊
武
（
指
商
教
諭
）

　

野
﨑　

一
宏
（
指
商
教
諭
）

　

林　
　

忠
志
（
山
高
教
諭
）

　

有
村　
　

彩
（
山
高
教
諭
）

北
指
宿
中
学
校
区

　

井
上　

伸
一
（
指
宿
小
）

　

吹
留　

正
人
（
魚
見
小
）

　

肥
後
眞
由
美
（
北
中
）

南
指
宿
中
学
校
区

　

渡
辺　

沙
弓
（
丹
波
小
）

　

迫
田　

順
一
（
柳
田
小
）

　

上
川
路
澄
江
（
南
中
）

西
指
宿
中
学
校
区

　

馬
場
畑
末
治
（
今
和
泉
小
）

　

湯
田　

也
人
（
池
田
小
）

　

平
田
美
代
子
（
西
中
）

山
川
中
学
校
区

　

西　
　

純
久
（
山
川
小
）

　

上
園　

英
彦
（
大
成
小
）

　

山
口　

貴
久
（
徳
光
小
）

　

前
畠　

伸
彦
（
利
永
小
）

　

大
川　
　

学
（
山
川
中
）

開
聞
中
学
校
区

　

中
村　

秀
人
（
開
聞
小
）

　

山
下　

正
嗣
（
川
尻
小
）

　

中
野　

政
道
（
開
聞
中
）

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

気
軽
に
な
ん
で
も
相
談
を

地
域
の
補
導
委
員
・
青
少
年
育
成
推
進
員

補　

導　

委　

員

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
敬
称
略
）

青
少
年
育
成
推
進
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
敬
称
略
）

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

は
、
平
成
12
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
お
り
、
中
山
間
部
地
域
に
お
い

て
、
山
の
す
そ
野
に
あ
る
傾
斜
が

急
な
農
地
や
基
盤
整
備
さ
れ
て
い

な
い
農
地
な
ど
に
お
け
る
農
業
生

産
活
動
の
不
利
を
補
う
こ
と
で
、

耕
作
放
棄
地
の
防
止
や
遊
休
農
地

の
活
用
な
ど
、
農
地
の
保
全
や
維

持
管
理
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
行
う
た
め
に
活

動
資
金
と
し
て
、
国
か
ら
交
付
金

が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
農
地
は
主
に
田
で

す
が
、
畑
（
果
樹
園
を
含
む
）
に

つ
い
て
も
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
か
ら
、

耕
作
さ
れ
な
い
農
地
が
少
し
ず
つ

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
耕
作
さ

れ
な
い
農
地
の
解
消
や
、
農
道
、

水
路
な
ど
の
維
持
管
理
な
ど
を
共

同
で
行
う
た
め
に
、
平
成
22
年
度

か
ら
第
３
期
対
策
（
平
成
26
年
度

ま
で
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
主
な
活
動
と
し

て
は
、
農
道
、
水
路
の
補
修
や
除

草
作
業
、
休
耕
地
で
の
コ
ス
モ
ス

や
菜
の
花
の
植
栽
に
よ
る
景
観
形

成
、
田
植
機
な
ど
の
機
械
の
共
有

化
、
爆
音
機
設
置
に
よ
る
鳥
獣
害

対
策
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
資
金
と
な
っ
た

平
成
23
年
度
の
交
付
金
の
交
付
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
村
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
０
）

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
雨
が
多
く

な
り
ま
す
。
刈
り
取
っ
た
草
な
ど

が
側
溝
の
中
に
残
っ
て
い
る
と
土

砂
が
詰
ま
り
、
災
害
の
原
因
に
な

っ
た
り
、
農
作
物
に
被
害
を
与
え

た
り
し
ま
す
。
草
払
い
後
は
、
そ

の
日
の
う
ち
に
片
付
け
ま
で
終
え

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

耕
地
林
務
課
耕
地
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
７
）

お
詫わ

び
と
訂
正

　

広
報
紙
５
月
号
18
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
「
家
庭
用
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ

す
き
の
販
売
価
格
」
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ご
迷
惑
お
か
け
し
た
こ
と
を
深

く
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）
１
本
２
ℓ
入
り
２
０
０
円

（
正
）
１
本
２
ℓ
入
り
４
８
０
円

唐船峡そうめん流し

お食事券

■販売場所　市営唐船峡そうめん流し、観光課、
　　　　　　山川支所地域振興課

10枚１組　通常16,000円が

10枚１組　通常13,000円が
14,400円
11,700円

Ａ定食券

Ｂ定食券

1 お
得割

せき
市営唐船峡そうめん流しでは、便利でお得な食事券を販売しています。
家族や親戚との食事会やご贈答に利用しませんか？

せき

問い合わせ先　市営唐船峡そうめん流し☎㉜2143

販
売
中

畑
の
草
払
い
は

片
付
け
ま
で

地　区　名 参加農家数 面　積 交付金額

指宿地域 新永吉地区 13人 25,999㎡ 545,979円
寺下地区 31人 51,894㎡ 887,572円

山川地域
尾下地区 33人 33,633㎡ 565,034円
谷之口田地区 49人 53,484㎡ 1,123,164円
森松地区 47人 95,169㎡ 1,280,481円

開聞地域
小俣地区 52人 67,766㎡ 1,085,164円
川釣地区 51人 51,478㎡ 411,824円
入野・物袋地区 31人 185,922㎡ 650,727円

合　　計 307人 565,345㎡ 6,549,945円

	
平
成
23
年
度

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
実
施
状
況

34広報いぶすき　６月号2012.６　No.78ⅠBUSUKⅠ35



　
　
　

み
出
し
の
日
、
後
か
ら
き

　
　
　

た
中
学
生
が
手
伝
っ
て
く

れ
ま
し
た
。（
55
歳
・
メ
ル
）

私　
　

が
紹
介
し
た
い
場
所
は
池

　
　
　

田
湖
の
ほ
と
り
の
公
園
で

す
。
い
つ
も
お
花
が
き
れ
い
で
癒

や
さ
れ
ま
す
。
私
の
お
気
に
入
り

の
公
園
で
す
。（
52
歳
・
ラ
ブ
り
ん
）

　
　
　

日
、
人
間
ド
ッ
グ
を
受
診

　
　
　

し
ま
し
た
。
今
年
か
ら
菜

の
花
マ
ー
チ
に
参
加
し
た
の
を
機

に
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
２
月
か
ら
た
ば
こ

も
止
め
ま
し
た
。
結
果
、
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
な
ど
の
数
値
が
改

善
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
γガ
ン
マ

−

Ｇ
Ｔ

Ｐ
や
中
性
脂
肪
は
、
基
準
値
に
ま

だ
ま
だ
遠
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

健
康
を
意
識
し
た
生
活
に
取
り
組

ん
で
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
64
歳
・
彦
星
）

　
　
　

月
の
広
報
紙
で
も
国
保
の

　
　
　

特
集
を
取
り
上
げ
ま
し
た

が
、
市
は
「
健
幸
」
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
な
ど
身
近
に
出
来
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
森
や
宮

　
　
　

ヶ
浜
の
公
園
も
遊
具
の
補

修
が
終
わ
り
、
使
え
る
よ
う
に
な

っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
も

遊
具
で
思
い
っ
き
り
遊
ん
で
い
ま

す
。
天
気
の
い
い
日
は
た
く
さ
ん

利
用
し
た
い
で
す
。

（
27
歳
・
た
ん
さ
ん
）

　
　
　

修
が
終
わ
っ
た
公
園
で
、

　
　
　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　

勤
し
て
か
ら
１
年
半
が
過

　
　
　

ぎ
ま
し
た
。
地
元
の
新
鮮

な
農
産
物
が
お
い
し
い
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。（
57
歳
・
ツ
ル
）

　
　
　

月
に
は
、
市
特
産
品
の
徳

　
　
　

光
ス
イ
カ
が
初
出
荷
さ
れ

ま
し
た
。
も
う
少
し
す
る
と
、
オ

ク
ラ
の
収
穫
も
始
ま
り
ま
す
。
地

元
農
家
の
人
が
、
愛
情
込
め
て
作

っ
た
旬
の
野
菜
を
食
べ
て
、
地
産

地
消
に
も
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

月
17
日
「
い
ぶ
た
ま
」
運

　
　
　

行
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

に
指
宿
駅
前
に
出
か
け
ま
し
た
。

い
ぶ
た
ま
に
乗
っ
た
観
光
客
も
、

迎
え
る
人
々
も
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
歓
迎
す

る
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
61
歳
・
位
茶
姫
）

　
　
　

月
に
行
わ
れ
た
ア
ロ
ハ
ウ

　
　
　

オ
ー
ク
で
は
、
途
中
「
指

宿
の
た
ま
て
箱
」
に
乗
っ
た
観
光

客
に
手
を
振
る
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
市
民
一
丸
と
な
っ

て
お
も
て
な
し
の
心
で
、
観
光
客

を
歓
迎
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

ェ
リ
ー
な
ん
き
ゅ
う
の
始

　
　
　

発
と
最
終
便
に
１
時
間
早

い
便
と
遅
い
便
が
あ
れ
ば
、
よ
り

利
用
し
や
く
す
く
な
り
利
用
客
が

増
え
る
と
思
い
ま
す
。
接
続
す
る

バ
ス
も
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

（
41
歳
・
ト
ー
マ
ス
）

　
　
　

の
近
く
に
ご
み
ス
テ
ー
シ

　
　
　

ョ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
い

つ
も
10
時
30
分
ご
ろ
に
ご
み
出
し

を
す
る
人
が
い
ま
す
。
ど
う
か
、

８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
53
歳
・
ヨ
ッ
フ
ィ
ー
）

　
　
　

勤
で
指
宿
に
来
て
３
年
、

　
　
　

１
年
経
っ
た
こ
ろ
か
ら
友

だ
ち
も
増
え
、
生
活
に
も
慣
れ
て

き
ま
し
た
。
観
光
地
に
住
む
こ
と

の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

（
33
歳
・
た
ん
ぽ
ぽ
）

　
　
　

役
所
か
ら
出
て
く
る
車
に

　
　
　

ひ
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
白
線
を
塗
っ
て

く
だ
さ
い
。
大
部
分
が
消
え
て
い

ま
す
。
自
転
車
や
歩
い
て
い
る
人

の
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
車
が
飛
び
出

し
て
来
ま
す
の
で
危
な
い
で
す（
特

に
保
健
セ
ン
タ
ー
側
）。一
旦
停
止

！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
56
歳
・
い
ぶ
す
き
よ
か
お
ご
じ

ょ
）

　
　
　

指
摘
の
と
こ
ろ
、
早
急
に

　
　
　

白
線
を
引
き
対
応
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
市
役
所
か

ら
出
る
時
は
、
一
旦
停
止
を
お
願

い
し
ま
す
。

ご私

３家 フ

転市

オ転 補５

４

ご

補修が終わった遊具施設

池田湖ほとりの公園の様子

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

寄ってらっしゃい

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋

◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
㉟
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

【内容】
　複数の鉱物が混じり
合って石塊になったと
き、どのような色や形
が生まれるのか。他に
も石の模様と人との関
わりの歴史についても
書かれています。唯一
無二の個性を持つ、た
め息のでるほど美しい
石の世界をお楽しみ下
さい。

【内容】
　12歳のオスカーは、
「メディキュス」とい
う特別な力を持つ少年。
魔法で人間の体内に入
り病気を治す《体内潜
入の術》を学び、仲間
とともに悪と戦う。体
の不思議や消化器官の
仕組みが分かるメディ
カル・ファンタジー。

６月の図書館カレンダー

不思議で美しい石の図鑑
山田英春（著）
創元社

 図書館からのお知らせ
ふれあい映画会
　山川図書館では、毎月第２土曜日14時から40分程度、
「ふれあい映画会」を行っています。絵本が原作にな
っているアニメや季節に合ったものなどを上映してい
ます。また、映画の上映だけではなく、本の紹介も行
っています。事前の申し込みなどは不要で、どなたで
も参加することができます。どうぞお越しください。
図書館ホームページ（携帯サイト）について
　図書館の電算化に伴い、携帯サイトで蔵書検索や予
約ができるようになりました。携帯サイトを見るには
このページに記載しているＱＲコードを読み取るか、
ＵＲＬを入力し検索してください。なお、携帯電話や
自宅のパソコンから予約をする場合は、事前に図書館
利用者カードの作成とパスワードの登録が必要です。
パスワードの登録は、図書館のホームページから行う
ことができます。パソコンの場合は、「蔵書検索・予約」
→利用照会の「新規パスワード登録」から、携帯サイ
トの場合は、「新規パスワード登録」から行うことがで
きます。登録には、利用者番号、氏名、生年月日、電
話番号の入力が必要です。なお、パスワードの登録が
できない場合は、指宿・山川図書館の館内か公民館な
どの施設でパスワードを申請することができます。詳
しくは、職員にお尋ねください。

今 月 の お す す め

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

オスカー・ピル
体内に潜入せよ！（上・下）
エリ・アンダーソン（著）
坂田雪子（訳）
角川書店

一般図書（山川図書館） 児童図書（指宿図書館）

日

行　
事　
な　
ど

1
金
エ
イ
ズ
検
査

2
土
山
川
み
な
と
祭
り（
～
３
日
）

3
日

4
月

5
火

6
�
星
の
観
察
会

動
物
愛
護
講
習
会

心
の
健
康
相
談

7
木

8
金

9
土
お
も
ち
ゃ
病
院

10
日
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売
日

図
書
館
講
座

11
月

12
火

13
�

14
木

15
金

16
土

17
日

18
月

19
火

20
�

21
木
ふ
る
さ
と
を
興
す
学
習
大
会

22
金

23
土

24
日

25
月

26
火　

27
�

28
木

29
金

30
土

６
月
の
広
報
ご
よ
み

…休館日
…えほんのひろば(指宿図書館)	 10：30～11：15
　演じ手：槌橋保育園の先生方
…わらべうたのへや（指宿図書館）	 11：15～11：45
…よるのおはなし会（指宿図書館）	 19：30～20：00
　演じ手：図書館職員
…ふれあい映画会（山川図書館）	 14：00～14：40
…第1回図書館講座（指宿図書館）	 9：30～11：30
　講師：鎌田洋昭	氏（時遊館COCCOはしむれ学芸員）
…おはなしのとびら（指宿図書館）	 10：30～11：30
　演じ手：槌橋保育園の先生方
…おはなしの時間（開聞農村環境改善センター図書室）	15：00～16：00
　演じ手：おはなし会「バンビ」の皆さん
…ボランティアおはなし会（山川図書館）	 14：00～14：30
　演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

献本　次の方から献本がありました（敬称略）
　　　鶴之園賢一 

月曜
火曜

９日

８日
５日

10日

23日

18日

17日

引き直された白線

先

曜

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

今

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。
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指
宿
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域

上
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い
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え
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月
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真
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中
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北
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美
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末
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い
た
ろ
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南
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久
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濵
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湯
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有
村　

七な
な
み海　

潟　

山　

真
一
郎

友　

美

小
牟
礼　

雫し
ず
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中
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た
か
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け
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絵
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ぞ
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浩
一
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濵
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岩
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ゆ
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山
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祐
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小
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開
聞
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福
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敏は
る
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久
美
子

中
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楽が
く
と人

※　

西
開
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修　
め
ぐ
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中
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敷
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る
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松
原
田　
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村
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市
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村
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愛
知
県

安
城
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輔
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石
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海か
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神
奈
川
県

川
崎
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克　
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理
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真
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尾
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ゆ
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さ
と
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橋
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兵
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子

指
宿
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域
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岡
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】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
鹿
児
島
県

　
　
　
　

連
盟
鹿
児
島
県
第
３
団

○
指
宿
動
物
霊
園

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
申

し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
敬
称
略
）

豪けた力で晃く夢をも
て

成尾　豪
ひであき

晃ちゃん
たいへん、よくできま
した。

和田　明
あ か り

凛ちゃん

すくすくとたくましい
男の子に育ってね。

村岡　蒼
そ う た

大ちゃん
元気いっぱい思いやり
のある子に育ってね☆

尾野さゆかちゃん

仁愛の心を持ち、みの
りのある人生を。

橋本　果
か ほ

歩ちゃん

生まれてきてくれて、
ありがとう。

中屋敷春
は る の

乃ちゃん
早く大きくなって、一
緒に遊ぼうね。

中村　楽
が く と

人ちゃん

 ４ 
月

 30 
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

〜子どもはまちの宝です〜
じ ま ん

　

「
広
報
い
ぶ
す
き
」
と
「
子
育

て
支
援
情
報
サ
イ
ト
『
い
ぶ
す
キ

ッ
ズ
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
』（
平
成

24
年
４
月
稼
動
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）」

に
お
子
さ
ん
の
写
真
掲
載
を
希
望

す
る
人
は
、
子
ど
も
の
名
前
と
ふ

り
が
な
、
性
別
、
生
年
月
日
、
保

護
者
名
、
住
所
・
地
区
名
、
電
話

番
号
、
お
子
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
（
20
文
字
以
内
）
を
記
入
し
、

メ
ー
ル
（
画
像
は
２
Ｍメ

ガ
バ
イ
トＢ以
内
）、

郵
送
、
持
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
の
都
合
上
、
応
募
い
た
だ

い
た
す
べ
て
を
掲
載
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

お
子
さ
ん
の
写
真
を

　
　
　
　
　
掲
載
し
ま
せ
ん
か

お兄ちゃんお姉ちゃん
と仲よくしてください

久保田らいなちゃん

大きく育ってね♡
石塚　海

かい と

翔ちゃん

共
生
・
協
働
シ
リ
ー
ズ

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　  

～ 

柳
田
校
区
の
取
り
組
み 

～

　

市
で
は
、
市
民
と
行
政
が
お
互

い
に
協
力
し
て
地
域
課
題
の
解
決

を
目
指
す
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成

23
年
度
の
提
案
公
募
型
補
助
事
業

を
活
用
し
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

柳
田
校
区
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
上
で
、

ま
ず
は
、
み
ん
な
で
自
分
た
ち
の

地
域
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

た
。
８
月
に
は
、
次
世
代
を
担
う

校
区
内
の
小
学
生
を
中
心
に
、「
ふ

る
さ
と
調
査
探
検
隊
」
を
校
区
内

全
12
地
区
に
結
成
し
、

①
自
然
に
関
す
る
地
域
自
慢

②
歴
史
に
関
す
る
地
域
自
慢

③
地
域
内
の
日
常
に
あ
る
不
思
議

や
他
地
域
に
は
な
い
地
域
自
慢

の
３
つ
を
テ
ー
マ
に
設
定
。

　

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
学

校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
内
の
自
慢
を
歩
い
て
探
し
ま

し
た
。
こ
う
し
て
集
め
た
情
報
を

「
や
な
き
た
12
ひ
と
絵
図
」
と
し

て
ま
と
め
、
校
区
内
全
世
帯
に
配

布
。
ま
た
、
２
月
17
日
に
は
、
完

成
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
地
区
や
他
の
地
区

に
つ
い
て
、
校
区
民
全
体
で
互
い

の
地
区
の
魅
力
や
課
題
を
知
る
こ

と
で
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
地
域
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
魅
力
や
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
地
域
住
民
全
体

で
共
有
し
、
そ
し
て
地
域
み
ん
な

で
い
ろ
い
ろ
な
意
見
や
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
な
が
ら
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

完成報告会の様子
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿市歯科医師会　今村　光俊

Doctor

病気と口腔
く う

内細菌について

　

口
の
中
に
は
、
普
段
は
人
体
に
影

響
の
な
い
多
種
類
の
細
菌
（
微
生
物
）

が
常
在
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
口

腔
内
の
衛
生
状
態
が
悪
く
抵
抗
力
の

衰
え
た
人
の
肺
や
血
液
中
に
入
り
込

む
と
、
肺
炎
や
い
ろ
ん
な
病
気
を
生

じ
さ
せ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

肺
炎
は
が
ん
、
脳
血
管
障
害
、
心

臓
病
に
次
い
で
日
本
人
の
死
因
の
４

位
で
す
が
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で

み
る
と
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

肺
炎
を
最
も
引
き
起
こ
し
や
す
い

肺
炎
連
鎖
球
菌
が
口
の
中
で
見
付
か

る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
他
に
歯
周
病

原
菌
や
縁
膿
菌
、
ブ
ド
ウ
球
菌
等
も

肺
炎
の
原
因
菌
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

口
腔
内
細
菌
が
血
液
の
中
に
入
り
増

殖
す
る
と
敗
血
症
に
な
っ
た
り
、
心

臓
に
入
っ
て
心
臓
弁
膜
で
増
え
る
と

細
菌
性
心
内
膜
炎
を
生
じ
た
り
す
る

例
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
む
し
歯
の
原
因
と
な
る
ミ

ュ
ー
タ
ン
ス
菌
の
一
種
が
、
脳
出
血

の
リ
ス
ク
（
危
険
率
）
を
約
４
倍
に

高
め
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
細
菌
は
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
結
合
タ

ン
パ
ク
質
を
持
っ
て
い
る
特
定
の
も

の
で
、
血
管
の
弱
っ
て
い
る
と
こ
ろ

へ
集
ま
り
修
復
を
妨
げ
る
性
質
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
脳
出
血
が
起

こ
り
や
す
く
な
る
と
も
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
人
で
は
、
こ
の
特
定
の
菌
の

保
有
率
が
約
８
％
で
す
。
健
康
な
人

で
は
、
保
菌
し
て
い
た
と
し
て
も
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
高
血

圧
、
ス
ト
レ
ス
、
老
化
、
喫
煙
な
ど

に
よ
っ
て
血
管
が
弱
る
と
脳
出
血
を

生
じ
や
す
く
な
る
の
で
、
生
活
習
慣

に
も
気
を
付
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

女
性
は
、
妊
娠
す
る
と
一
度
に
た
く

さ
ん
食
べ
ら
れ
な
い
た
め
、
食
事
の

回
数
が
増
え
ま
す
。
口
内
清
掃
が
不

十
分
で
あ
っ
た
り
、
唾だ

液
が
減
少
し

て
口
内
が
酸
性
に
傾
い
た
り
す
る
と
、

む
し
歯
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
歯
周
病
に
も
か
か
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

歯
周
病
は
、
早
産
や
低
体
重
児
出

産
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
む
し
歯
や
歯
周

病
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
歯
垢
清
掃

（
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
）
な
ど
を
含
め
た

口
腔
ケ
ア
が
重
要
で
す
。

　

特
に
、
体
力
、
抵
抗
力
の
低
下
し

た
高
齢
者
、
要
介
護
者
の
肺
炎
は
誤

嚥え
ん

性
肺
炎
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

誤
嚥
性
肺
炎
は
、
基
本
的
に
唾
液

な
ど
を
飲
み
込
む
力
が
衰
え
て
い
る

嚥
下
障
害
を
伴
っ
て
い
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
こ
れ
を
予
防
す
る
た

め
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
口
腔
ケ
ア
」

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

１
口
腔
内
の
清
掃
を
目
的
と
す
る
ケ

ア
（
器
質
的
口
腔
ケ
ア
）

①
歯
み
が
き

②
舌ぜ

つ

・
口
腔
内
粘
膜
な
ど
の
口
腔
清

掃
、
清
拭

２
口こ

う
し
ん唇
、
舌
、
頬き

ょ
う粘
膜
、
の
ど
の
働

き
の
維
持
改
善
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
る
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（
機
能
的
口
腔
ケ
ア
）

３
そ
の
他

　

口
腔
内
細
菌
が
及
ぼ
す
病
気
を
予

防
す
る
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
口
腔

清
掃
に
努
め
る
な
ど
口
腔
の
ケ
ア
を

行
い
、
口
腔
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。
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